
10
月
13
日
に
行
わ
れ
た
、
中

学
生
と
乳
幼
児
の
ふ
れ
あ
い
体

験
学
習
。
会
場
の
い
た
る
と
こ

ろ
で
中
学
生
と
乳
幼
児
の
ほ
ほ

笑
ま
し
い
交
流
の
様
子
が
見
ら

れ
ま
し
た
。
写
真
は
、
中
学
生

が
幼
児
に
や
さ
し
く
声
か
け
し

な
が
ら
、
３
人
で
楽
し
そ
う
に

遊
ん
で
い
た
と
こ
ろ
を
撮
影
さ

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。（
関
連

記
事
は
７
㌻
）

令和4年度決算　　　　　　　  P02～
市政トピックス　   　　 　　　 P06～
お知らせ　　　　　    　　　      P08～
真庭が好きっ読者の広場　　 　　P20～
真庭人　高橋啓輔さん　　　 　　P24～
健康のススメ    　　   　　 P25～
ぐるっと真庭  まちの話題 　　　  P26～

温かい
ふれあいの中で
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一般
会計

(目的別グラフ)

歳出 335億1,673万円 一般
会計

依存財源　261億5,099万円
自主財源　  93億3,399万円

歳入 354億44 8,499万円

真庭市キャラクタター
まにぞぞう

市税の内訳

入湯税 2,033万円
鉱産税 43万円
市町村たばこ税 3億293万円
軽自動車税 2億885万円
固定資産税 26億6,401万円

市民税
うち個人市民税
うち法人市民税

21億213万円
16億4,687万円
4億5,526万円

依
存
財
源
73
・
7
％

国庫支出金
43億9,103万円（12.4％）

地方譲与税など
17億2,140万円（4.9％）議会費

2億3,196万円（0.7%）

農林水産業費
18億3,914万円（5.5%）

商工費
14億2,442万円（4.2%）

消防費
14億3,876万円（4.3%）

災害復旧費
1億3,651万円
（0.4%）

諸支出金
10億2,892万円
（3.1%）

※（ ）内は構成比　　表示単位未満は四捨五入

総務費
35億7,931万円（10.7%）

民生費
79億1,047万円（23.6%）

衛生費
46億365万円（13.7%）

土木費
27億6,992万円（8.3%）

教育費
32億6,527万円（9.7%）

公債費
52億8,842万円（15.8%）

県支出金
15億9,237万円（4.5％）

諸収入・財産収入など
11億8,052万円（3.3％）

繰越金・繰入金
23億3,185万円（6.6％）

使用料・負担金など
5億2,294万円（1.5％）

市債
38億2,448万円（10.8％）

地方交付税
146億2,171万円（41.2％）

市税
52億9,868万円（14.9％）

自
主
財
源
26・3
％

　

一
般
会
計
は
、
教
育
や
福
祉
、
土
木
と

い
っ
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め
の
会

計
で
す
。
歳
入
の
総
額
は
3
5
4
億
8
4

9
9
万
円
、
歳
出
の
総
額
は
3
3
5
億
1

6
7
3
万
円
で
、
差
し
引
き
を
す
る
と
、

19
億
6
8
2
5
万
円
の
黒
字
と
な
り

ま
す
。
た
だ
し
、
こ
の
中
に
は
翌
年

度
に
繰
り
越
し
て
行
う
事
業
の
経
費

（
3
億
3
8
5
7
万
円
）も
含
ま
れ
て
い
る

た
め
、
実
質
収
支
は
、
そ
の
経
費
を
差
し

引
い
た
残
り
の
16
億
2
9
6
8
万
円
と
な

り
ま
す
。

　

主
な
事
業
と
し
て
、
共
生
社
会
実
現
に

向
け
た
「
障
が
い
者
・
児
発
達
発
育
支
援

セ
ン
タ
ー
事
業
」、
ｄ
Ｘ
推
進
の
た
め
の

「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
・
市
民
ポ
イ
ン
ト
推

進
事
業
」、
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
の
た

め
の
「
北
房
分
署
庁
舎
整
備
事
業
」、
循

環
型
の
地
域
経
済
づ
く
り
の
た
め
の
「
蒜

山
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
整
備
事
業
」、

次
代
を
支
え
る
人
材
育
成
の
た
め
の
「
高

校
魅
力
化
推
進
事
業
」
の
ほ
か
、
省
エ
ネ

対
応
機
器
導
入
支
援
関
連
事
業
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
価
格
高
騰
緊
急
対
策
関
連
事
業
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

令
和
4
年
度
に
行
わ
れ
た

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

一
般
会
計
の
決
算
概
要

　

令
和
4
年
度
の
決
算
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
決
算
は
、1
年
間
の

事
業
の
内
容
を
歳
入（
収
入
）と
歳
出（
支
出
）で
表
し
た
も
の
で
す
。

　

令
和
4
年
度
の
決
算
規
模
（
歳
出
総
額
）
は
、3
3
5
億
円
で
、

令
和
3
年
度
と
比
較
し
て
11
億
円（
3
･
1
％
）減
少
し
ま
し
た
。

令
和
4
年
度（
2
0
2
2
年
度
）

決
算
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
※表示単位未満は四捨五入の
ため、合計額、差引額などが
一致しない場合があります。
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R1 R2 R3 R4

財政調整基金 市債（億円）

（年度）

450

400

150

200

250

300

350

   50

100

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

373777

119119991231233312312333122122221212222116110011022
727222 888888

566499424222
9889889881122

389389
357

386386 374374
340340

374374 359 354
381381365 386386358349339339

371371
400400

345

市債残高は減少傾向、財政調整基金残高は横ばい

令和4年度の財政健全化判断比率の状況

市債残高と財政調整基金残高の推移

市債……………公共施設の建設などで一時的に多くの財源が必要な場合の借金。
　　　　　　　将来的に返済しなければならないもの。
財政調整基金…市が毎年積み立てている貯金。
　　　　　　　不足する年に取り崩すことで財源を調整し、計画的な財政運営を行うもの。

※ 1　資金不足額がないため、「－」を記載
※ 2　充当可能な財源が将来負担額を上回っているため、「－」を記載

　

財
政
健
全
化
判
断
比
率
を
見
る
と
、
実

質
赤
字
比
率
、
連
結
実
質
赤
字
比
率
は
と

も
に
資
金
不
足
が
な
く
、
実
質
公
債
費
比

率
は
10
・
7
％
と
前
年
度
と
比
較
し
て
0
・

4
㌽
上
昇
し
た
も
の
の
、
将
来
負
担
比
率

は
前
年
度
に
引
き
続
き
充
当
可
能
な
財
源

が
将
来
負
担
額
を
上
回
っ
て
い
る
な
ど
、

い
ず
れ
の
指
標
も
早
期
健
全
化
基
準
を
下

回
っ
て
お
り
、
財
政
の
健
全
性
が
保
た
れ

て
い
る
と
言
え
ま
す
。

　

一
方
で
、
財
政
構
造
の
弾
力
性
を
示
す

経
常
収
支
比
率
は
前
年
度
よ
り
5
・
3
㌽

上
昇
し
91
・
7
％
と
急
激
に
悪
化
。
主
に
、

普
通
交
付
税
の
減
少
、
公
債
費
の
増
加
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
高
騰
の
影
響
に
よ
る
光

熱
費
の
増
加
な
ど
に
よ
る
も
の
で
、
高
い

水
準
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
義
務
的
経
費
の

縮
減
に
さ
ら
な
る
努
力
と
工
夫
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
財
政
力
指
数
は
0
・
2
9
1
と

前
年
度
に
比
べ
改
善
し
ま
し
た
。

財
政
指
標
か
ら
見
る
状
況

指標 説明 真庭市の
比率

早期健全
化基準

実質赤字
比率

一般会計を対象とした実質赤
字額の標準財政規模に対する
比率

－ 12.51%

連結実質
赤字比率

全会計を対象とした実質赤字
額（または資金の不足額）の標
準財政規模に対する比率

－ 17.51%

実質公債
費比率

一般会計が負担する元利償還
金および準元利償還金の標準
財政規模に対する比率

10.7％ 25%

将来負担
比率

一般会計などが将来負担すべ
き実質的な負債の標準財政規
模に対する比率

－ 350%

経常収支比率

市税や地方交付税のような使
い道が自由な収入に対する、
人件費や扶助費といった必ず
支出しなければならない経費
の割合

91.7％ －

財政力指数
毎年の行政活動に必要なお金
をどのくらい自治体が自力で
調達できるかを表したもの

0.291 －

※ 2

※ 1

※ 1

健
全
化
判
断
比
率
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特
別
会
計
は
、
保
険
料
や
使
用
料
な

ど
の
特
定
の
歳
入
で
行
う
事
業
の
会
計

で
、
一
般
会
計
と
は
区
別
さ
れ
て
い
ま

す
。
真
庭
市
に
は
現
在
８
つ
の
特
別

会
計
が
あ
り
ま
す
。
歳
入
の
総
額
は

1
2
5
億
1
5
7
万
円
、
歳
出
の
合
計
は

1
2
1
億
3
7
8
7
万
円
で
、
差
し
引
き

す
る
と
３
億
6
3
7
0
万
円
の
黒
字
と
な

り
ま
す
。

　

特
別
会
計
は
原
則
特
定
の
歳
入
で
行
う

事
業
で
す
が
、
そ
の
一
部
に
つ
い
て
、
国

が
示
す
基
準
に
沿
っ
て
一
般
会
計
か
ら
の

繰
入
金
で
補
っ
て
い
ま
す
。
令
和
4
年

度
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
の
総
額
は

17
億
5
3
4
7
万
円
で
す
。

特別会計

特
別
会
計
の
決
算
概
要

①津黒高原荘
②クリエイト菅谷
③湯本温泉館
④合併浄化槽

①②

③④

会計名 歳入額 歳出額 差引額 一般会計からの
繰入金

国民健康保険 49億343万円 48億8,212万円 2,130万円 4億2,393万円

後期高齢者医療 7億5,334万円 7億5,235万円 99万円 2億2,851万円

介護保険 65億7,805万円 62億5,163万円 3億2,642万円 9億8,447万円

介護保険
（介護サービス事業勘定） 5,217万円 5,056万円 161万円 424万円

浄化槽事業 5,365万円 5,261万円 103万円 4,742万円

津黒高原観光事業 3,351万円 3,339万円 12万円 3,345万円

クリエイト菅谷事業 1,787万円 1,787万円 0円 1,787万円

温泉事業 1億957万円 9,735万円 1,222万円 1,358万円

合計 125億157万円 121億3,787万円 3億6,370万円 17億5,347万円
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公
営
企
業
会
計
は
、
自
治
体
で
も
収

益
が
認
め
ら
れ
て
い
る
事
業
の
会
計
で
、

日
々
の
営
業
活
動
に
必
要
な
収
益
的
収
支

と
、
施
設
の
改
良
な
ど
に
必
要
な
資
本
的

収
支
に
分
け
て
経
理
す
る
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
。
独
立
採
算
が
原
則
で
、
企
業
会

計
の
方
式
に
よ
っ
て
経
営
し
て
い
ま
す
。

真
庭
市
に
は
現
在
３
つ
の
公
営
企
業
会
計

が
あ
り
ま
す
。

　

公
営
企
業
会
計
も
、
特
別
会
計
と
同
様

に
原
則
特
定
の
歳
入
で
行
う
事
業
で
す

が
、
そ
の
一
部
に
つ
い
て
、
国
が
示
す
基

準
に
沿
っ
て
一
般
会
計
か
ら
の
補
助
金
で

補
っ
て
い
ま
す
。
令
和
４
年
度
一
般
会
計

か
ら
の
補
助
金
の
総
額
は
19
億
9
3
2
7

万
円
で
す
。

公
営
企
業
会
計
の
決
算
概
要

湯原温泉病院事業

水道事業

下水道事業

収益的収支（医業収益などの収支）
病院事業収益 15億9,568万円
病院事業費用 14億1,279万円
差引額 1億8,289万円
資本的収支（医療機器整備などの収支）
資本的収入 1億822万円
資本的支出 1億5,198万円
差引額 ▲4,376万円
補助金 4億383万円

収益的収支（維持管理の収支）
水道事業収益 13億5,855万円
水道事業費用 11億9,038万円
差引額 1億6,817万円
資本的収支（施設建設などの収支）
資本的収入 4億3,229万円
資本的支出 10億433万円
差引額 ▲5億7,204万円
補助金 3億9,165万円

収益的収支（維持管理の収支）
下水道事業収益 17億8,397万円
下水道事業費用 17億4,038万円
差引額 4,359万円
資本的収支（施設建設などの収支）
資本的収入 11億7,726万円
資本的支出 17億9,849万円
差引額 ▲6億2,123万円
補助金 11億9,779万円

決算は、真庭市公式ウェブサイト
でも公開しています。

◀企業会計
　（水道）

◀ 企業会計
　（下水道）

真庭市   決算 検索

湯原温泉病院

西河内第2浄水場

落合浄化センター
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蒜
山
高
原
ス
ポ
ー
ツ
公
園
内
に
、
新
た
な
自
然
公
園
が
誕
生
し

ま
し
た
。
蒜
山
高
原
自
然
広
場
「
風
の
パ
レ
ッ
ト
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｕ
Ｚ

Ｅ
Ｎ
」
は
、
外
周
1・5
㌔
㍍
の
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
や
、

約
9
0
0
平
方
㍍
の
ド
ッ
グ
ラ
ン
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
テ
ラ
ス
、
屋

外
遊
具
な
ど
が
整
備
さ
れ
た
広
場
で
す
。
平
成
30
年
度
に
閉
鎖

さ
れ
た
公
園
内
の
ミ
ニ
ゴ
ル
フ
場
の
跡
地
、
約
9
万
平
方
㍍
を

活
用
し
て
整
備
さ
れ
、9
月
24
日
に
全
面
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

完
成
式
典
の
後
に
は
、
来
春
開
催
さ
れ
る
全
国
植
樹
祭
の
記
念

行
事
が
開
催
さ
れ
、
太
田
市
長
が
旧
八
束
村
の
村
木
だ
っ
た
イ

チ
ョ
ウ
の
苗
木
を
、
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
が
蒜
山
地
域
に
自

生
し
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
苗
木
を
植
樹
し
ま
し
た
。

10
月
８
日
、
勝
山
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
、木
育
ふ
れ
あ
い
広
場
が
開
か
れ
、親
子

連
れ
ら
約
50
人
が
訪
れ
ま
し
た
。
林
業
・

木
材
産
業
が
盛
ん
な
真
庭
市
が
、
子
ど
も

た
ち
の
森
林
や
自
然
へ
の
関
心
を
高
め
豊

か
な
心
を
育
む
な
ど
、
全
国
的
に
注
目

さ
れ
て
い
る
木
育
を
さ
ら
に
推
進
す
る
た

め
、
お
も
ち
ゃ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
協
力

し
て
開
催
。
子
ど
も
た
ち
は
、
ボ
ー
ル
や

車
、
積
み
木
、
ま
ま
ご
と
セ
ッ
ト
な
ど
思

い
思
い
の
木
の
お
も
ち
ゃ
で
時
間
い
っ
ぱ

い
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

10
月
2
日
か
ら
の
チ
ョ
イ
ソ
コ
ま
に
わ

実
証
運
行
開
始
に
先
立
ち
、
10
月
1
日
に

市
役
所
本
庁
舎
前
で
出
発
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
式
に
は
、
関
係
者
や
市
議
会
議
員

が
出
席
。
太
田
市
長
や
運
営
を
担
う
事
業

者
の
代
表
者
ら
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
で
実
証

運
行
開
始
を
祝
い
、
試
験
運
行
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
チ
ョ
イ
ソ
コ
ま
に
わ
は
、
乗
り

合
い
の
送
迎
サ
ー
ビ
ス
で
、2
週
間
か
ら

1
時
間
前
ま
で
に
予
約
を
す
れ
ば
、落
合
、

久
世
、
勝
山
地
域
内
の
希
望
の
停
留
所
で

乗
降
車
で
き
ま
す
。

チ
ョ
イ
ソ
コ
ま
に
わ
出
発
式

「
生
活
の
便
利
な
足
」出
発

木
育
ふ
れ
あ
い
広
場

木
の
お
も
ち
ゃ
で
遊
ん
だ
よ

出発式で行われたテープカット

そーっと積み上げて

ふわふわ広場の膜状トランポリン 「ふわふわドーム」

まにぞうファミリーがご案内 記念植樹も実施 高原ピアノは演奏自由

風のパレットHIRUZEN完成式典風のパレットHIRUZEN完成式典
自然を満喫する憩いの場に自然を満喫する憩いの場に
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10
月
13
日
、
北
房
振
興
局
2
階
の
北
房

つ
ど
い
の
広
場
ほ
く
ぼ
う
ほ
た
る
っ
こ
で
、

中
学
生
が
、
乳
幼
児
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通

し
て
育
児
へ
の
理
解
を
深
め
、
命
の
大
切

さ
を
学
ぶ
、
ふ
れ
あ
い
体
験
学
習
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
北
房
中
学
校
の
3
年
生
27
人

と
乳
幼
児
15
人
、
そ
し
て
そ
の
保
護
者
ら

が
参
加
。
中
学
生
た
ち
は
、
抱
っ
こ
や
ミ

ル
ク
、
お
む
つ
替
え
な
ど
の
赤
ち
ゃ
ん
の

お
世
話
を
体
験
し
た
り
、
お
も
ち
ゃ
で
一

緒
に
遊
ん
だ
り
、
妊
娠
中
の
女
性
か
ら
話

を
聞
い
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
最
初
の
情
報
発
信
力
向
上
セ
ミ

ナ
ー
が
10
月
11
日
、
久
世
に
あ
る
民
宿
民

藝
喫
茶
・
山
窩
（
サ
ン
カ
）
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
自
由
な
手
法
や
テ
ー
マ
で
制
作
す

る
小
冊
子ZINE

（
ジ
ン
）
に
つ
い
て
学
び
、

自
分
の
好
き
を
発
信
す
る
面
白
さ
を
体
験

す
る
こ
と
が
テ
ー
マ
で
、
市
内
外
か
ら
約

20
人
が
参
加
。
企
画
立
案
や
、
原
稿
の
と

じ
、折
り
な
ど
作
り
方
を
習
っ
た
後
、作
っ

て
み
た
い
冊
子
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
考
え

発
表
し
ま
し
た
。2
回
目
以
降
は
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
運
用
講
座
な
ど
を
企
画
中
で
す
。

市
民
の
情
報
発
信
力
向
上
セ
ミ
ナ
ー

わ
た
し
の「
好
き
」を
発
信

中
学
生
と
乳
幼
児
の
ふ
れ
あ
い
体
験
学
習

ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
学
ぶ

ワクワクした表情で折り本の作り方を習う参加者

赤ちゃんのおむつ替えにチャレンジ

　はや11月になり、秋が深まりを見せています。平
安時代に編さんされた古今和歌集には秋の歌が多数
収められています。「秋来ぬと　目にはさやかに　
見えねども　風の音にぞ　おどろかれぬる」はその
代表作でしょう。
　このように、日本では古来から錦秋の候を愛でて
きましたが、秋を愛でる場所は真庭にもたくさんあ
ります。その一部を北部から紹介します。
＜蒜山大山スカイライン＞　ドライブを楽しまれて
はいかがでしょうか。休憩所のある鬼女台で、スス
キのたなびく蒜山高原を一望するのは魅力的です。
＜蒜山三座＞　蒜山三座の連なる紅葉は雄大です。
南の裾野にあるハーブガーデンからの眺めも格別です。
＜福田神社、徳山神社＞　イチョウやモミジがあり
ますが、福田神社の樹齢650年の大イチョウには迫
力を感じます。
＜湯原温泉＞　露天風呂に入りながら紅葉をのんび
り眺めるのは優雅です。旅館や湯本温泉館の内風呂
もいいでしょう。湯本温泉館には休憩できる畳の個
室もあり、パソコンで仕事をすることもできます。
旭川に沿って国道313号線を下れば、下湯原、足、
真賀と温泉のはしごを楽しむこともできます。
＜神庭の滝＞　さらに下って右折して進んでいくと
神庭の滝です。「日本の滝百選」にも選ばれている
名瀑で、高さは110ｍ。迫力満点です。紅葉した山
の木々と落下する白い滝水に魅了されること間違い
なしです。
＜美甘渓谷＞　蒜山や湯原から国道181号線に入る
と、新庄川沿い約6kmに紅葉の渓谷が続きます。岩
場に座って清らかな水と紅葉の織りなす景色には心
が洗われます。
＜神代の四季桜＞　神代に入ると、大きなモミジの
赤と四季桜のピンクの混じった美しい景色に出会い
ます。秋の四季桜をお楽しみください。
＜木山寺＞　弘法大師が開基した815年創建の古刹
で、高野山真言宗別格本山にふさわしい不老門や大
師堂、客殿などがあります。広大な敷地に紅葉した
樹々、そして赤と黄色の地面のじゅうたんに包まれ、
瞑想にふけるのも気持ちの良いものです。
＜普門寺＞　ご住職一家が木々やアジサイなどを丁
寧に育て、花の寺として有名です。温かさが伝わる
秋の景色を楽しむことができます。隣接する旧上田
小学校にはレストランもあります。
　自動車や自転車、まにわくん♡などを利用して、
身近にある真庭の豊かな秋をゆっくりとお楽しみく
ださい。

真庭の紅葉の名所への誘い
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何
か
と
忙
し
い
毎
日
、
家
族
で
の
話
が

で
き
て
い
ま
す
か
。
み
ん
な
で
ご
は
ん
を

食
べ
る
と
き
や
、
遠
く
に
住
ん
で
い
る
家

族
と
話
す
と
き
、
い
つ
も
よ
り
ち
ょ
っ
と

だ
け
時
間
を
か
け
て
、
ゆ
っ
く
り
話
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

　

こ
ど
も
や
若
者
が
自
分
ら
し
く
幸
せ
に

成
長
し
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
社
会
全
体
で

支
え
て
い
く
た
め
、
取
り
組
み
を
進
め
る

上
で
の
基
本
と
な
る
こ
と
を
決
め
た
法
律

で
す
。こ
の
法
律
の
中
で
、「
こ
ど
も
施
策
」

と
は
、
こ
ど
も
が
大
人
に
な
る
ま
で
の
心

や
体
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
こ
と
と
、
子
育

て
を
す
る
人
た
ち
へ
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る

こ
と
で
す
。

こ
ど
も
基
本
法
第
３
条（
基
本
理
念
）

　

こ
ど
も
施
策
は
、
6
つ
の
大
切
な
考
え

方
を
も
と
に
行
わ
れ
ま
す
。

⑴
す
べ
て
の
こ
ど
も
が
大
切
に
さ
れ
、
基

本
的
な
人
権
が
守
ら
れ
、
差
別
さ
れ

な
い
こ
と

⑵
す
べ
て
の
こ
ど
も
が
大
事
に
育
て
ら

れ
、
生
活
が
守
ら
れ
、
愛
さ
れ
、
保

護
さ
れ
る
権
利
が
守
ら
れ
、
平
等
に

教
育
が
受
け
ら
れ
る
こ
と

⑶
す
べ
て
の
こ
ど
も
が
、
年
齢
や
成
長
の

程
度
に
合
わ
せ
て
、
自
分
に
直
接
関
係

す
る
こ
と
に
意
見
を
言
え
た
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
に
参
加
で
き
る
こ
と

⑷
す
べ
て
の
こ
ど
も
の
意
見
が
年
齢
や
成

長
の
程
度
に
合
わ
せ
て
、
大
事
に
さ

れ
、
こ
ど
も
の
今
と
こ
れ
か
ら
に
と
っ

て
最
も
良
い
こ
と
が
優
先
し
て
考
え

ら
れ
る
こ
と

⑸
子
育
て
を
し
て
い
る
家
庭
の
サ
ポ
ー
ト

が
十
分
に
行
わ
れ
る
こ
と
、
家
庭
で
育

つ
の
が
難
し
い
こ
ど
も
に
家
庭
と
同

じ
よ
う
な
環
境
が
用
意
さ
れ
る
こ
と

⑹
家
庭
や
子
育
て
に
夢
を
持
ち
、
喜
び
を

感
じ
ら
れ
る
社
会
を
作
る
こ
と

（「
こ
ど
も
基
本
法
っ
て
な
に
？
や
さ
し
い

版
」7
〜
8
㌻
か
ら
抜
粋
）

家
族
で
ゆ
っ
く
り

話
を
し
ま
せ
ん
か

こ
ど
も
基
本
法
を

知
っ
て
い
ま
す
か

11
月
19
日
は

家
族
の
日

11
月
12
日
〜
25
日
は

家
族
の
週
間
で
す

こども基本法について
詳しくはこちら▶
（こども家庭庁ホームページ）

こどもの皆
さんにも

わかりやす
い

「やさしい
版」の

パンフレッ
トや

動画もあり
ます。

■
問
い
合
わ
せ
先　

子
育
て
支
援
課

℡  
0
8
6
7（
42
）1
0
5
4

℻
0
8
6
7（
42
）1
3
8
8

子
ど
も
が
抱
い
て
い
る
夢
や
、
大
好

き
な
こ
と
は
何
だ
ろ
う
？

お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
、
お
じ
い
ち
ゃ

ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
ど
ん
な
子
育
て

を
し
て
き
た
の
だ
ろ
う
？

こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
に
し
て
い
く

た
め
に
、
自
分
に
は
何
が
で
き
る
だ

ろ
う
？
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真
庭
市
で
は
、２
月
に
「
こ
ど
も
は
ぐ

く
み
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
立
ち
上
げ
、

全
庁
を
挙
げ
て
、
こ
ど
も
・
子
育
て
施
策

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
次
の

よ
う
な
64
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

・
18
歳
ま
で
の
こ
ど
も
医
療
費
の
無
償
化

（
こ
ど
も
医
療
費
受
給
資
格
者
の
対
象
拡

大
）

・
ま
に
わ
パ
パ
マ
マ
ク
ラ
ス
の
開
設
（
妊

婦
と
パ
ー
ト
ナ
ー
を
対
象
に
し
た
出
産
・

子
育
て
教
室
の
開
設
）

な
ど

真
庭
市
こ
ど
も
は
ぐ
く
み

応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

詳
し
く
は
こ
ち
ら
▼

（
真
庭
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

「
真
庭
市
で
こ
ん
な
こ
と
が
で
き
た
ら
い

い
な
」
な
ど
の
皆
さ
ん
の
声
を
、
ぜ
ひ
聞

か
せ
て
く
だ
さ
い
。

ご
意
見
は
こ
ち
ら
か
ら
▼

（
真
庭
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

　

こ
ど
も
た
ち
の
た
め
に
何
が
最
も
良
い

こ
と
か
を
常
に
考
え
、
こ
ど
も
た
ち
が
健

や
か
で
幸
せ
に
成
長
で
き
る
よ
う
な
社
会

を
実
現
す
る
と
い
う
、
こ
ど
も
家
庭
庁
の

「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
」
の
趣
旨
に
賛
同
し
、

自
ら
も
ア
ク
シ
ョ
ン
に
取
り
組
む
個
人
や

地
方
自
治
体
、
団
体
、
企
業
の
こ
と
を
言

い
ま
す
。
真
庭
市
も
8
月
10
日
に
サ
ポ
ー

タ
ー
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
を
宣
言
し
ま

し
た
。
企
業
、
団
体
な
ど
の
地
域
の
チ
カ

ラ
で
、
未
来
を
創
る
こ
ど
も
達
を
ぜ
ひ
応

援
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
こ
う
し
た
動
き
の
中
、
妊
婦
や
こ
ど
も
連

れ
の
人
を
優
先
す
る
「
こ
ど
も
フ
ァ
ス
ト
・

ト
ラ
ッ
ク
」
に
も
取
り
組
み
ま
す
。
市
内

の
企
業
、
団
体
に
も
こ
う
し
た
考
え
方
を

広
げ
、
取
り
組
み
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　

市
で
は
、
次
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

・
市
役
所
で
の
手
続
き
の
際
、
妊
婦
の
人

や
未
就
学
の
こ
ど
も
連
れ
の
人
を
優
先
的

に
案
内
し
ま
す
。

・
必
要
に
応
じ
て
、
職
員
が
小
さ
な
こ
ど

も
の
見
守
り
な
ど
を
行
い
、
落
ち
着
い
て

手
続
き
が
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

・
市
営
バ
ス
の
車
内
に
ベ
ビ
ー
カ
ー
を
固

定
す
る
ベ
ル
ト
を
設
置
し
ま
す
。

・
こ
ど
も
の
お
む
つ
替
え
を
し
た
ら
、
そ

の
場
で
使
用
済
み
お
む
つ
を
捨
て
ら
れ
る

公
共
施
設
を
増
や
し
て
い
き
ま
す
。

・
市
役
所
の
建
物
に
近
い
場
所
に
、妊
婦
や

未
就
学
の
こ
ど
も
を
同
伴
し
て
い
る
人
が

利
用
で
き
る
駐
車
場
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

真
庭
市
こ
ど
も
は
ぐ
く
み

応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

こ
ど
も
ま
ん
な
か

応
援
サ
ポ
ー
タ
ー

こ
ど
も
フ
ァ
ス
ト・

ト
ラ
ッ
ク

詳細・応募フォームはこちら▶
（真庭市ホームページ）

こどもまんなかマーク

こどもまんなか応援サポーター宣言

真庭市こどもICTネットワークのトップページ

こどもや家族の楽しそうな写真を、真庭市こどもICTネット
ワークのトップページに載せてみませんか。
ホームページの専用フォームからご応募ください。

※全ての写真を掲載できるわけではありませんので
ご了承ください。

こども・子育て写真募集！ 募集締切  11月30日㈭



真庭市の人口

代表電話番号
（地域振興課・出張所）

総数　   41,864人(-46)
男　　   20,117人(-6)
女　　   21,747人(-40)
世帯数   17,527世帯(-11)
令和5年10月1日現在
（  ）は前月との比較

▶本庁舎
　TEL 0867-42-1111
FAX 0867-42-1341

▶蒜山振興局
　TEL 0867-66-2511
FAX 0867-66-4401

▶北房振興局
　TEL 0866-52-2111
FAX 0866-52-4496

▶落合振興局
　TEL 0867-52-1111
　FAX 0867-52-1939
▶勝山振興局
　TEL 0867-44-2607
FAX 0867-44-4569

▶美甘振興局
　TEL 0867-56-2611
FAX 0867-56-2033

▶湯原振興局
　TEL 0867-62-2011
FAX 0867-62-2097

▶中和出張所
　TEL 0867-67-2111
FAX 0867-67-2205

▶川上出張所
　TEL 0867-66-3611
FAX 0867-66-4402

▶真庭市消防本部
　TEL 0867-42-1190
　FAX 0867-42-1672

実施期間は11月15日～21日 女性の人権問題専用相談電話

子どもの健全な成長のために みんなで協力して子どもを守ろう

問  子育て支援課　℡  0867-42-1054（℻1388）
　  Email：kosodate@city.maniwa.lg.jp

問  くらし安全課　℡  0867-42-1017(℻1319）
　  Email：kurashianzen@city.maniwa.lg.jp

真庭市
ホームページ

法務省
ホームページ

　

岡
山
地
方
法
務
局
お
よ
び
岡
山
県
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
は
、
全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
」
強
化
週
間
を
実
施
し
、
電
話
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
は
、
夫

や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や
ス
ト
ー
カ
ー
な
ど
、

女
性
の
人
権
問
題
に
関
す
る
専
用
相
談
電
話
で
す
。

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

強
化
週
間

▶ 実施期間
　11月15日㈬～21日㈫

▶ 受付時間
　午前8時30分～午後7時
　※土、日曜日は午前10時～午後5時

▶ 相談担当者
　法務局職員および人権擁護委員

▶「女性の人権ホットライン」
　専用電話番号
℡  0570-070-810

　11月は児童虐待防止推進月間です。児童虐待は、子どもの体や心を保護者
などが傷つけ、子どもの健全な成長発達を妨げる行為です。児童虐待の予防や
防止は、個人や一つの機関でできることではありません。市民や行政、子ども
に関わる機関が協力して取り組むことが大切です。子育て中の保護者を見守り
支えることが、児童虐待の予防につながります。

子どもの安全・安心と笑顔を守る取り組みを
児童虐待防止推進月間

○これって、しつけ？虐待？
　大人が「愛情をもってしつけている」など
と主張しても、子どもがつらい思いをしてい
たら、その行為は虐待と考えなければなりま
せん。たとえ保護者であっても子どもの人権
を傷つける行為は虐待です。子どもの健やか
な成長や発達を促し、将来子どもが社会で自
律した生活を送ることができるように、保護
者は子どもを支えていくことが大切です。

〇平日
・津山児童相談所　℡  0868-23-5131
　月～金曜日（祝日除く）
　午前8時30分～午後5時　
・子育て支援課、または各振興局
　月～金曜日（祝日除く）
　午前8時30分～午後5時15分

相談した人の個人情報は必ず守られます。▶児童虐待防止相談窓口
〇夜間・土曜日
・子ども・家庭電話相談室　℡  086-235-4157
　月～土曜日/午前9時～午後8時
〇24時間対応
・児童相談所全国共通ダイヤル
　189（いちはやく）

○地域のみなさんへ
　ご近所や外出先で出会った子育て中の親
子に、優しいまなざしや声かけをお願いし
ます。日頃のあいさつやちょっとしたお手
伝いが、子育て中の親子の支えになります。
もしも、心配な様子の親子に気付いたとき
には、虐待かどうかに関わらず、迷わず相
談しましょう。地域の見守りが子どもの笑
顔を守ります。

Maniwa 10



■
日
時

12
月
2
日
㈯　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

■
場
所

本
庁
舎
、
北
房
振
興
局
、
落
合
総
合
セ
ン
タ
ー
、
勝
山

文
化
セ
ン
タ
ー
、
湯
原
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
、
蒜
山
振

興
局

※
講
演
・
発
表
は
本
庁
舎
で
行
い
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
で
配
信

し
ま
す
。

■
内
容

〇
講
演

・
演
題　
「
さ
あ
、対
話
を
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
よ
う
！
」

　
　
　
　
〜
真
庭
の
地
域
共
生
社
会
づ
く
り
を
考
え
る
〜

・
講
師　

新
谷
芳
子
氏
（
美
作
大
学
生
活
科
学
部
社
会

　
　
　
　

福
祉
学
科　

准
教
授
）

〇
実
践
発
表
＋
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

・
発
表
者　

二
川
地
域
づ
く
り
実
行
委
員
会
、

　
　
　
　
　

二
川it-tta

実
行
委
員
会  

な
ど

〇
各
会
場
で
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

■
申
込
方
法

参
加
申
込
書
の
提
出
、ま
た
は
電
話
、ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス

で
、
氏
名
、
参
加
会
場
、
電
話
番
号
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
先　

高
齢
者
支
援
課
、
ま
た
は
各
振
興
局

■
申
込
締
切

11
月
20
日
㈪

問  くらし安全課　℡  0867-42-1017（℻1319）
　  Email：kurashianzen@city.maniwa.lg.jp

問  高齢者支援課　岩藤　℡  0867-42-1074（℻1390）
　  Email：kohreisha@city.maniwa.lg.jp

真庭市
ホームページ

真庭市
ホームページ

自分らしく暮らし続けるために 誰でも参加できます

被害が深刻になる前に １人で悩まず相談を

　
「
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
続
け

る
た
め
に
」
を
テ
ー
マ
に
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

誰
で
も
参
加
で
き
る
の
で
、
ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

真
庭
市

地
域
包
括
ケ
ア
会
議

　
　
　
　
　
研
修
会

　DV （ドメスティックバイオレンス）は、犯罪となる行為を含む重
大な人権侵害です。子どもを同伴した女性からの相談も少なくあり
ません。また、子どもの面前で行われるＤⅤは、児童虐待です。Ｄ
Ⅴ被害には、警察・女性相談所・子どもに関わる機関などの連携
により相談支援が行われます。１人で悩まず、まずは相談しましょう。

DⅤ被害者の
約９割が女性です

○DⅤとは
　DⅤ（Domestic Violence）は、
日本では「配偶者や恋人など親
密な関係にある者や、かつてそ
ういった関係にあった者から振
るわれる暴力」という意味で使
われます。DⅤには身体的な暴力
だけでなく、精神的、経済的な
どさまざまな状況があります。

○周囲の人へ
　相談機関は、秘密厳守・安
全第一で支援します。本人だ
けでは勇気が出ないこともあ
るので、専門機関への相談を
勧めてあげましょう。

○専門家に相談を
　配偶者やパートナーからの暴力に対して「私
がいけないんじゃないか」「私が我慢したらいい」
などと思うことがあります。しかし、その中に
は絶対にあってはならない行為や言動が含まれ
ている場合があります。1人で抱え込んで冷静な
判断ができなくなると、被害が深刻になること
があります。困っているときや迷っているとき
は、なるべく早く専門機関に相談しましょう。

〇平日
・岡山県女性相談所　℡  086-235-6060
　月～金曜日／午前9時～午後4時30分
・くらし安全課、または各振興局
　月～金曜日／午前8時30分～午後5時15分
〇夜間 
・岡山県女性相談所　ＤⅤ夜間電話相談
　℡  086-235-6101
　月～金曜日/午後4時30分～午後8時

緊急時はためらわず110番通報

〇土曜日
・ウィズセンター（岡山県男女共同参画推進センター）
　℡  086-235-3310
　火～土曜日/午前9時30分～午後4時30分
〇24時間対応
・内閣府「DⅤ相談＋」
　℡  0120-279-889
〇メール、チャットでの相談
　次の二次元コードから相談（DV相談＋）▶
　※チャットでの相談は、正午～午後10時

▶DV被害防止相談窓口
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11月の休日急患担当医

3日
・湯原温泉病院･湯原　
　0867-62-2221(℻2223)
・前原医院(内)･久世
　0867-42-5267(℻4978)
5日
・落合病院(内)･落合
　0867-52-1133(℻1160)
・金田病院(外)･落合
　0867-52-1191(℻1917)
・米田医院(内)･勝山
　0867-44-2132(℻4749)
12日
・近藤病院･勝山
　0867-44-2671(℻2989)
・吉弘クリニック(内)･北房
　0866-52-2704(℻2636)
19日
・金田病院･落合
　0867-52-1191(℻1917)
・しんまち診療所(内)･勝山
　0867-44-1220(℻1221)
23日
・近藤病院･勝山
　0867-44-2671(℻2989)
・まにわ整形外科(外)･久世
　0867-42-7300(℻7301)
26日
・勝山病院･勝山
　0867-44-3161(℻5331)
・片岡医院(内)･湯原
　0867-62-3400(℻3490)

3日
・湯原温泉病院･湯原
　0867-62-2221(℻2223)
・廣惠医院(外)･北房
 0866-52-5020(℻5664)
10日
・落合病院(内)･落合
　0867-52-1133(℻1160)
・金田病院(外)･落合
　0867-52-1191(℻1917)
・遠藤クリニック(外)･蒜山
　0867-66-3002(℻3366)

12月3日は、令和5年度休日
急患担当医編成表から変
更になっています。

　

身
近
で
安
心
し
て
相
談
で
き
る

津
山
公
証
役
場
出
張
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。
津
山
公
証
役
場
の
公

証
人
が
、
公
正
証
書
作
成
に
関
す

る
相
談
に
応
じ
ま
す
。
気
軽
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

11
月
14
日
㈫

午
後
1
時
〜
3
時
55
分　

■
場
所　

久
世
公
民
館

■
内
容

・
離
婚
協
議
に
つ
い
て
、
養
育
費

や
慰
謝
料
な
ど
に
関
す
る
相
談

・
自
分
の
老
後
や
親
族
の
介
護
、

認
知
症
な
ど
に
ま
つ
わ
る
財
産
管

理
や
遺
言
、
成
年
後
見
制
度
、
終

活
の
相
談
な
ど

※
当
日
は
相
談
の
み
で
、
公
正
証

書
の
作
成
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
定
員　

4
組
（
1
組
に
つ
き
40

分
、
指
定
時
間
予
約
制
）

■
相
談
員　

公
証
人
（
真
庭
市
女

性
家
庭
相
談
員
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
職
員
も
同
席
）

■
相
談
料　

無
料

■
申
込
方
法

電
話
で
事
前
予
約
（
先
着
順
）

■
申
込
締
切　

11
月
10
日
㈮

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

く
ら
し
安
全
課　

旦

℡  
0
8
6
7（
42
）1
0
1
7

℻
0
8
6
7（
42
）1
3
1
9

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　
「
里
親
」
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

事
情
で
家
庭
で
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
な
い
子
ど
も
を
、
家
族
の

一
員
と
し
て
迎
え
、
愛
情
を
持
っ

て
心
身
と
も
に
健
全
に
育
て
る
人

の
こ
と
で
す
。

〇
里
親
制
度
説
明
会

　
「
里
親
に
な
る
に
は
資
格
が
い

る
の
？
」、「
里
親
制
度
と
養
子
縁

組
の
違
い
は
？
」
な
ど
、
里
親
制

度
に
関
す
る
疑
問
に
お
答
え
し
ま

す
。

〇
里
親
出
前
講
座

　

里
親
の
皆
さ
ん
の
体
験
談
を
聞

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
里
親
に
つ

い
て
話
を
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時
・
場
所

希
望
に
合
わ
せ
て
随
時
開
催
し
ま

す
。
申
し
込
み
の
際
に
希
望
を
伝

え
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
み

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

岡
山
県
津
山
児
童
相
談
所

℡  
0
8
6
8（
23
）5
1
3
1

℻
0
8
6
8（
23
）5
1
3
2

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

電
話
で
事
前
予
約
を

津
山
公
証
役
場
出
張
相
談
会

電
話
で
申
し
込
み
を

里
親
制
度
に
つ
い
て
学
び
ま
せ
ん
か

問  くらし安全課　旦・豊田　℡  0867-42-1017（℻1319）
　  Email：kurashianzen@city.maniwa.lg.jp 真庭市

ホームページ

20歳を迎える皆さんへ 出欠をお知らせください

～12月～

　

令
和
6
年
真
庭
市
20
歳
の
集
い
の
案
内
状
を
、
11

月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。
案
内
状
の
封
書
が
届
い
た

ら
、
案
内
状
に
記
載
の
方
法
に
よ
り
出
欠
を
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
現
在
市
外
に
住
民
票
を
移
し
て
い
る
人
で

も
、
過
去
に
真
庭
市
に
住
民
票
が
あ
っ
た
人
は
出
席

で
き
ま
す
。
出
席
を
希
望
す
る
人
は
、
氏
名
な
ど
を

く
ら
し
安
全
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

真
庭
市
20
歳
の
集
い

案
内
状
送
付

〇20歳の集い
■日時　令和６年１月７日㈰
午後１時～（受付は正午～）
■場所　勝山文化センター
■対象者　平成15年４月２日から平成16年
４月１日生まれの人で、現在真庭市に住民
票がある人、または過去に真庭市に住民票
があった人
■申込締切　12月１日㈮

※現在、真庭市に住民票がない人は、
案内状の送付ができません。市外に住
民票を移している人で出席を希望する
場合は、送付先などをくらし安全課ま
でお知らせください。
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問  くらし安全課　旦・木田　℡  0867-42-1017（℻1319）
　  Email：kurashianzen@city.maniwa.lg.jp

問  地域包括支援センター　髙坂　℡  0867-42-1079（℻1305）
　  Email：kohreisha@city.maniwa.lg.jp

真庭市
ホームページ

真庭市
ホームページ

自分らしい生き方を実現するために 事前申込みが必要です

もしもの時のために あなたの望む医療やケアを

　

自
分
の
こ
れ
ま
で
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
こ
れ

か
ら
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
思
い
描
き
、
自
分
ら
し
い

生
き
方
を
実
現
す
る
た
め
に
、
今
何
を
し
て
お
く
と

よ
い
か
を
学
べ
る
講
座
で
す
。

　

遺
言
、
離
婚
時
の
養
育
費
の
取
り
決
め
、
身
近
な

契
約
な
ど
の
公
正
証
書
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
も
ご

紹
介
し
ま
す
。

　
「
人
生
会
議
」
と
は
、
も
し
も
の
時
の
た
め
に
、
あ
な
た
の
望
む
医
療
や
ケ
ア
に
つ
い

て
前
も
っ
て
考
え
、
家
族
や
医
療
・
介
護
の
支
援
者
と
、
元
気
な
う
ち
か
ら
繰
り
返
し
話

し
合
い
、
共
有
す
る
取
り
組
み
の
こ
と
で
す
。
厚
生
労
働
省
は
、
毎
年
11
月
30
日
を
「
人

生
会
議
の
日
」
と
し
、
人
生
の
最
終
段
階
に
お
け
る
医
療
・
ケ
ア
に
つ
い
て
考
え
る
日
と

し
て
い
ま
す
。
誰
に
で
も
命
に
関
わ
る
大
き
な
ケ
ガ
や
病
気
を
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

命
の
危
機
が
迫
っ
た
状
態
に
な
る
と
、
約
70
％
の
人
が
医
療
や
ケ
ア
な
ど
を
自
分
で
決
め

た
り
、
望
み
を
人
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

真
庭
市
で
は
、
人
生
会
議
の
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
、
真
庭
版
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
「
マ

イ
ラ
イ
フ
ノ
ー
ト
」
を
配
布
し
て
い
ま
す
。
自
分
の
信
頼
の
で
き
る
人
と
一
緒
に
始
め
て

み
ま
せ
ん
か
。

生
活
相
談

市
民
講
座

11
月
30
日
は
人
生
会
議
の
日

■
日
時　

11
月
25
日
㈯　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

■
場
所　

勝
山
文
化
セ
ン
タ
ー

■
内
容

「
公
正
証
書
の
効
果
的
な
活
用
方
法
〜
知
っ
て
安
心
！

い
ろ
い
ろ
な
公
正
証
書
〜
」　　

■
講
師

・
波
多
野
新
一
氏
（
津
山
公
証
役
場　

公
証
人
）

・
髙
坂
明
美
氏
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

保
健
師
）

■
定
員　

50
名
程
度　

■
参
加
費　

無
料

■
申
込
方
法

次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
申
し
込
み

・
く
ら
し
安
全
課
に
電
話

・
真
庭
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
申
込
用
紙

に
記
入
し
提
出
（
メ
ー
ル
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
）

・
次
の
二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
申
し
込
み

※
先
着
順

■
申
込
締
切　

11
月
17
日
㈮

■
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
▼

真庭版エンディングノート
「マイライフノート」とは
　人生を振り返り、自身に関する情報や希望・想いを
わかりやすくまとめ、書き記すためのノートです。家
族や大切な人たちへの自分の希望を伝えやすくするた
めだけではなく、想いを整理するためのノートとして、
年齢を問わず気軽に書くことができます。もしもの時は
もちろん、日ごろの生活にも役立てることができます。

▶記入できること
　・自身の基本情報、思い出、趣味や生きがい、大切
にしていること、これからやってみたいことなど

　・もしもの時の介護への希望、医療への希望、死後
の希望

　・家系図、ペットについて
　・大切な人へのメッセージ
　・その他、相続や遺言などに関しての基礎知識や相
談窓口など

▶配布場所
　地域包括支援センター
　各振興局地域振興課
　ホームページからもダウン
　ロードできます。
▶料金
　無料
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生ごみ収集量

82％

98％

25.0トン
30.5トン

R5.9月R4.9月

R5.9月R4.9月

液肥スタンドでの液肥配布量

18,000ℓ 17,650ℓ

久世地区の家庭からの収集分

市内９カ所のバイオ液肥スタンド

バイオ液肥の
成分・使い方はこちらから
真庭市　資源循環ポータルサイト

facebook で情報発信中

真庭市役所環境課

源循環

環境課  資源循環対策室

持続可能なまちへ
℡0867-42-1113

（ℓ）

（トン）

資
で

　真庭市では生ごみ、し尿な
どをメタン発酵させ、液体肥
料（バイオ液肥）にリサイクル
しています。

　本庁舎の液肥スタンドの
９月利用者数は、120名でし
た。利用者数の把握のため、
１回のご利用ごとに１度赤ボ
タンを押していただくよう、
ご協力お願いします

0

10

20

30

0

20,000

10,000

15,000

5,000

問  消防本部本署　頭山　℡  0867-42-1190（℻1672）
　  Email：maniwashobo@city.maniwa.lg.jp 真庭市

ホームページ

自動通報機能について スマートフォンの確認を

　

最
新
の
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
を

楽
し
く
学
び
、
体
感
で
き
る
イ
ベ

ン
ト
「
大
ス
マ
ー
ト
農
業
展
」
を

開
催
し
ま
す
。
ロ
ボ
ッ
ト
ト
ラ
ク

タ
ー
や
ド
ロ
ー
ン
な
ど
最
新
の
ス

マ
ー
ト
農
業
機
械
が
勢
揃
い
す
る

ほ
か
、
地
域
の
食
材
を
使
用
し
た

マ
ル
シ
ェ
、物
販
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
も
同
時
開
催
。
家
族
や
友
達
と

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

11
月
23
日
㈭

午
前
10
時
〜
午
後
3
時　

■
場
所　

ハ
イ
ラ
ン
ド
お
ち
あ
い
駐
車
場

■
問
い
合
わ
せ
先　

農
業
振
興
課　

真
﨑

℡  
0
8
6
7（
42
）1
0
3
1

℻
0
8
6
7（
42
）3
9
0
7

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

■
日
時

12
月
3
日
㈰　

午
後
1
時
20
分
開
演

■
場
所　

勝
山
文
化
セ
ン
タ
ー

■
参
加
費　

無
料

■
申
込
方
法　

は
が
き
に
入
場
し
た
い
人

し
た
い
人

全
員
の
①
郵
便
番
号
、
②
住
所
、
③
氏
名
、

全
員
の
①
郵
便
番
号
、
②
住
所
、
③
氏
名
、

④
電
話
番
号
を
明
記
し
て
申
し
込
み
。

④
電
話
番
号
を
明
記
し
て
申
し
込
み
。

※
入
場
は
3
歳
以
上

■
申
し
込
み
先　

〒
7
1
9
―
3
1
5
5

3
1
5
5

真
庭
市
下
方
1
5
8
3

真
庭
市
防
衛
協
会
事
務
局　

奥
村
明　

宛

奥
村
明　

宛

■
問
い
合
わ
せ
先

同
事
務
局　

奥
村　

℡  
0
8
6
7（
52
）1
8
9
2

ま
た
は　
　

梶
谷　

℡  
0
8
0（
4
9
3
1
）0
6
8
7

■
申
込
締
切

11
月
15
日
㈬
必
着

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

農
業
技
術
を
体
感

大
ス
マ
ー
ト
農
業
展
を
開
催

　

最
近
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
は
、
緊
急
機
関
へ
の

自
動
通
報
機
能
が
搭
載
さ
れ
て
い
る
も
の
が
増
え
て

い
ま
す
。
こ
の
自
動
通
報
機
能
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

通
報
方
法
が
あ
り
、衝
撃
の
感
知
や
ボ
タ
ン
の
連
打
、

長
押
し
な
ど
で
通
報
さ
れ
ま
す
。
尊
い
命
を
救
う
た

め
に
便
利
な
機
能
で
は
あ
り
ま
す
が
、
自
分
の
意
図

し
な
い
通
報
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

1
1
9
番
通
報

誤
発
信
が
急
増
中
で
す

第
16
回
陸
上
自
衛
隊

第
13
音
楽
隊

ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

in
ま
に
わ

　そのままにしたり、電源を切ったりするな
どの対応をすると、その場所や携帯契約者の
住所に消防車、救急車が向かいます。スマー
トフォンには、この自動通報機能に関するさ
まざまな設定があるので、今一度自分のス
マートフォンをご確認ください。

▶緊急ではないのに誤って
　自動通報機能が作動して
　しまった場合
　通報機能のキャンセル操作を行って
　ください。
▶消防署につながった場合
「間違いです」と伝えてください。
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問  久世税務署　池田　℡  0867-42-0450

キャッシュレス納付・電子納税証明 ご利用ください

▼
電
子
納
税
証
明（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
）

　

自
宅
や
会
社
の
パ
ソ
コ
ン
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ
て
、
請
求

か
ら
受
け
取
り
ま
で
で
き
ま
す
。

・
メ
リ
ッ
ト
1

　

税
務
署
窓
口
に
行
く
必
要
が
な

く
、
請
求
か
ら
受
け
取
り
ま
で
で

き
ま
す
。　

・
メ
リ
ッ
ト
２

　

手
数
料
が
オ
ト
ク
（
1
税
目
1

年
度
3
7
0
円
）

※
書
面
で
の
請
求
は
4
0
0
円

・
メ
リ
ッ
ト
３

　

期
間
内
（
90
日
間
）
に
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
た
電
子
デ
ー
タ
は
、
書

面
と
し
て
何
枚
で
も
印
刷
で
き
ま

す
。

▼
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付

　

自
宅
や
会
社
の
パ
ソ
コ
ン
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を
使
っ
て
、

簡
単
に
納
付
が
で
き
ま
す
。　

・
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付

　

届
け
出
を
し
た
預
貯
金
口
座
か

ら
、
自
身
で
期
日
を
指
定
し
て
、

口
座
引
き
落
と
し
に
よ
り
納
付
す

る
方
法
で
す
。

・
振
替
納
税

　

届
け
出
を
し
た
預
貯
金
口
座
か

ら
、
振
替
日
に
自
動
で
口
座
引
き

落
と
し
に
よ
り
納
付
す
る
方
法
で

す
。
※
申
告
所
得
税
・
消
費
税（
個

人
）
に
限
る

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ

口
座
か
ら
納
付
す
る
方
法
で
す
。

・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
・
ス
マ
ホ

ア
プ
リ
納
付

　

専
用
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
ス
マ
ホ
決

済
ア
プ
リ
（
Ｐ
ａ
ｙ
払
い
）
に
よ

り
納
付
す
る
方
法
で
す
。　

　

全
国
で
住
生
活
総
合
調
査
が
行

わ
れ
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
住
生

活
基
本
法
に
基
づ
く
住
生
活
の
安

定
・
向
上
に
係
る
総
合
的
な
施
策

を
推
進
す
る
上
で
、
必
要
と
な
る

基
礎
資
料
を
得
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
10
月
に

実
施
さ
れ
た
住
宅
・
土
地
統
計
調

査
に
回
答
し
た
世
帯
の
中
の
一
部

が
対
象
で
す
。
対
象
世
帯
に
は
11

月
下
旬
か
ら
郵
送
に
よ
り
調
査
票

が
配
布
さ
れ
る
の
で
、
オ
ン
ラ
イ

ン
、
ま
た
は
郵
送
に
よ
る
回
答
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

令
和
5
年
住

生
活
総
合
調
査
事
務
局

℡  
0
1
2
0（
1
6
9
）0
3
7

※
問
い
合
わ
せ
可
能
日
時

11
月
21
日
㈫
〜
12
月
28
日
㈭

火
〜
土
曜
日
の
午
前
10
時
〜
午
後

6
時

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

令
和
５
年
住
生
活
総
合
調
査

▶ 日時　12月10日㈰　午前9時開会
▶ 場所　勝山スポーツセンター（受付・スタート・ゴール地点）
▶ 参加費（1チームあたり） ・ 市内小学生・中学生・高校生編成チーム　1,000円
　　　　　　　　　　　 ・ 市外小学生・中学生・高校生編成チーム　2,000円
　　　　　　　　　　 　・ 一般社会人チーム　3,000円
▶ 申込方法　神庭の滝駅伝競走大会実行委員会事務局に所定の申込書を提出
▶ 申込締切　11月13日㈪　午後5時必着
▶ 問い合わせ先　勝山振興局地域振興課　柿本
　TEL 0867-44-2011 （FAX2399）

電子納税証明
について▶

キャッシュレス
納付について▶

真庭市
ホームページ▶ 

税
を
考
え
る
週
間

〜
こ
れ
か
ら
の
社
会
に
向
か
っ
て
〜

簡
単・便
利
な
オ
ン
ラ
イ
ン
手
続
き
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

11
月
11
日
〜
17
日

　神庭の滝駅伝競走大会を今年も開催しま
す。師走の神庭の滝や勝山町並み保存地区
を、たすきをつないで駆け抜けましょう。
　なお、今回はコースの内容を一部変更して
います。申し込みの際にはご注意ください。

第31回神庭の滝駅伝競走大会

参加チーム募集中
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真庭市デジタル地域通貨

　ご利用には、まにこい
んアプリ上での手続き（本
人確認登録申請・銀行
口座登録）が必要です。

▶口座チャージが可能
な金融機関
中国銀行、トマト銀行

　詳しくは、まにこいん
アプリ上の「使い方」、
またはホームぺージをご
覧ください。

11月から
銀行口座からまにこいん
へのチャージが可能に!!

当
日
参
加
も
可
能
で
す

気
軽
に
乗
っ
て
！
知
っ
て
！

Ｅ
Ｖ
試
乗
会

　

岡
山
県
の
主
催
に
よ
り
、
市
役

所
本
庁
舎
に
お
い
て
、
軽
自
動
車

タ
イ
プ
の
電
気
自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）

の
試
乗
会
を
開
催
し
ま
す
。
市
の

Ｅ
Ｖ
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
説
明
も
予

定
し
て
い
ま
す
。
試
乗
し
た
人
に

は
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
。
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

11
月
11
日
㈯

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

■
会
場　

本
庁
舎
駐
車
場

■
参
加
費　

無
料

■
申
込
方
法

電
子
メ
ー
ル
、
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
応
募

※
空
き
が
あ
れ
ば
、
当
日
参
加
も

可
能
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

岡
山
県
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
温
暖
化

対
策
室　

藤
原

℡  
0
8
6（
2
2
6
）7
2
9
8

℻
0
8
6（
2
3
1
）8
0
9
4

■
岡
山
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　

戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
て
活
躍

し
た
勝
山
地
区
出
身
の
洋
画
家
、

難
波
香
久
三
。
こ
の
た
び
、
難
波

氏
の
作
品
が
ご
遺
族
か
ら
真
庭
市

に
寄
贈
さ
れ
ま
す
。
そ
の
記
念
と

し
て
、
代
表
的
な
作
品
を
紹
介
す

る
展
覧
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
開
催
期
間　

11
月
23
日
㈭
〜
12

月
24
日
㈰

■
休
館
日　

水
曜
日

■
開
館
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後

4
時
30
分

※
入
館
は
午
後
４
時
ま
で

■
会
場　

勝
山
文
化
往
来
館
ひ
し

お
（
真
庭
市
勝
山
1
6
2
―
3
）

■
出
品
作
品　

難
波
香
久
三
洋
画

作
品
（
真
庭
市
受
贈
作
品
を
中
心

に
）
ほ
か
、
関
連
資
料
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振
興
課　

三
井

℡  
0
8
6
7（
42
）1
1
7
8

℻
0
8
6
7（
42
）1
4
1
6

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　
「
ゆ
め
パ
の
じ
か
ん
」
は
、
川

崎
市
子
ど
も
夢
パ
ー
ク
を
取
材
し

た
、
安
心
で
き
る
子
ど
も
た
ち

の
居
場
所
の
大
切
さ
を
描
い
た

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
で
す
。

「
や
っ
て
み
た
い
」
を
思
い
切
り

表
現
す
る
子
ど
も
の
表
情
な
ど

を
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日
・
場
所
・
時
間

12
月
2
日
㈯

・
ふ
ろ
や
し
き
（
真
庭
市
蒜
山
下

和
8
7
0
―
１
）  

午
前
10
時
〜

・
中
央
図
書
館　
午
後
1
時
30
分
〜

・
久
世
公
民
館　

午
後
7
時
〜

12
月
3
日
㈰

・
北
房
文
化
セ
ン
タ
ー

午
前
10
時
〜

・
久
世
公
民
館　

午
後
1
時
30
分
〜

・
ユ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
ま
ぁ
ぶ
る

（
真
庭
市
久
世
2
4
7
7
）
午
後

6
時
30
分
〜

■
申
込
方
法

左
記
二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ

て
申
し
込
み
。

■
問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
課　

横
山

℡  
0
8
6
7（
42
）1
0
9
4

℻
0
8
6
7（
42
）1
4
1
6

■
申
し
込
み

フ
ォ
ー
ム
▼

　

歩
行
環
境
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
、

夜
間
の
視
認
性
体
験
装
置
、運
転
・

歩
行
能
力
診
断
な
ど
、
楽
し
み
な

が
ら
自
身
の
状
態
を
確
認
で
き
る

体
験
機
器
を
搭
載
し
た
交
通
安
全

体
験
車
「
お
か
や
ま
ふ
れ
愛
号
」

が
や
っ
て
き
ま
す
。こ
の
機
会
に
、

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

11
月
23
日
㈭

午
前
11
時
〜
（
2
時
間
程
度
）

■
場
所　

久
世
体
育
館
駐
車
場

■
申
し
込
み　

不
要

■
問
い
合
わ
せ
先

く
ら
し
安
全
課　

豊
田

℡  
0
8
6
7（
42
）1
0
1
7

℻
0
8
6
7（
42
）1
3
1
9

　

令
和
5
年
度
動
物
愛
護
週
間
に

際
し
、
子
ど
も
た
ち
に
動
物
に
つ

い
て
の
理
解
と
関
心
を
深
め
て
も

ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
岡
山

県
獣
医
師
会
真
庭
支
部
か
ら
、
市

内
こ
ど
も
園
お
よ
び
保
育
園
全
園

へ
、
絵
本
各
2
冊
、
市
内
小
学
校

全
校
へ
絵
本
3
冊
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

会
場
で
見
て
み
ま
せ
ん
か

「
ゆ
め
パ
の
じ
か
ん
」上
映
会

「
お
か
や
ま
ふ
れ
愛
号
」が

や
っ
て
く
る

交
通
安
全
体
験
車

篤
志
寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

真庭市
ホームページ▶

市内の加盟店で「まにこ
いん」で支払いをすると

20%還元

難
波
香
久
三
展
人
の
世
を

ま
な
ざ
す
―
開
催

真
庭
市
受
贈
記
念 突破キャンペーン

      10,000
 ユーザー

▶対象期間
11月1日㈬～
 12月31日㈰
▶期間中付与上限
5,000ポイント
　（1カ月当たりの上限は
　  2,500ポイント）
※キャンペーンのポイント
　は支払いをした翌月の
　20日前後に付与されます。
※予算上限に達した場合、
　期間内でも終了する場
　合があります。

問 総合政策課  
　 ℡  0867-42-1169
　 ℻  0867-42-1353
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年
金
相
談
で
は
、
相
談
内
容
を

把
握
す
る
た
め
に
、
前
日
ま
で
に

年
金
事
務
所
へ
の
予
約
が
必
要
で

す
。

■
日
時　

11
月
9
日
㈭

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

※
11
月
23
日
㈭
は
、
祝
日
の
た
め

あ
り
ま
せ
ん
。

■
場
所　

久
世
公
民
館

■
持
参
す
る
物　

基
礎
年
金
番
号

が
わ
か
る
書
類
と
本
人
確
認
書
類

※
代
理
の
場
合
は
委
任
状
が
必
要

■
予
約
先　

津
山
年
金
事
務
所　

お
客
様
相
談
室

℡  
0
8
6
8（
31
）2
3
6
0

℻
0
8
6
8（
22
）1
0
4
2

■
問
い
合
わ
せ
先

市
民
課　

清
水

℡  
0
8
6
7（
42
）1
1
1
2

℻
0
8
6
7（
42
）1
3
1
9

■
真
庭
市　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　

11
月
は
「
労
働
保
険
未
手
続
事

業
一
掃
強
化
期
間
」
で
す
。
正
社

員
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど

雇
用
形
態
に
関
わ
ら
ず
、
労
働
者

を
一
人
で
も
雇
っ
て
い
た
ら
、
労

働
保
険
の
成
立
手
続
を
行
う
義
務

が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

岡
山
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

℡  
0
8
6（
2
2
5
）2
0
1
2

■
厚
生
労
働
省

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　

2
0
2
5
年
に
就
職
を
予
定
し

て
い
る
学
生
な
ど
に
配
布
す
る
冊

子
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
企
業
情

報
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か
。

■
発
行
日
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
公
開
日

令
和
6
年
3
月
1
日
㈮

■
掲
載
内
容　

・
Ａ
4
判
フ
ル
カ
ラ
ー
1
ペ
ー
ジ

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
1
ペ
ー
ジ

■
募
集
企
業

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
津
山
・
美
作
管
内

に
事
業
所
が
あ
る
企
業

■
掲
載
料　

2
万
円

■
締
め
切
り　

11
月
27
日
㈪

■
問
い
合
せ
先

津
山
広
域
事
務
組
合

℡  
0
8
6
8（
24
）3
6
3
3

■
真
庭
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼

　

大
企
業
・
親
事
業
者
に
よ
る
長

時
間
労
働
の
削
減
な
ど
の
取
り
組

み
が
、
下
請
な
ど
の
中
小
事
業
者

に
対
す
る
適
正
な
コ
ス
ト
負
担
を

伴
わ
な
い
短
納
期
発
注
、
急
な
仕

様
変
更
な
ど
の
「
し
わ
寄
せ
」
を

生
じ
さ
せ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
厚
生
労
働
省
、

中
小
企
業
庁
お
よ
び
公
正
取
引
委

員
会
は
、
毎
年
11
月
を
「
し
わ
寄

せ
」
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
月
間
と

位
置
付
け
、「
し
わ
寄
せ
」
防
止

に
向
け
た
集
中
的
な
周
知
・
啓
発

の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

大
企
業
・
親
事
業
者
と
下
請
等

中
小
事
業
者
は
共
存
共
栄
と
い
う

認
識
の
下
、
適
正
な
コ
ス
ト
負
担

を
伴
わ
な
い
短
納
期
発
注
や
急
な

仕
様
変
更
な
ど
は
や
め
ま
し
ょ

う
。
詳
し
く
は
、「
し
わ
寄
せ
」

防
止
特
設
サ
イ
ト
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
岡
山
労
働
局
雇
用
環
境
・

均
等
室
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

岡
山
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室

℡  
0
8
6（
2
2
5
）2
0
1
7

■
「
し
わ
寄
せ
」

防
止
特
設
サ
イ
ト
▼

　

岡
山
県
立
図
書
館
で
、
相
続
登

記
申
請
義
務
化
に
つ
い
て
の
セ
ミ

ナ
ー
と
、
司
法
書
士
・
税
理
士
・

土
地
家
屋
調
査
士
に
よ
る
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。
相
続
や
遺
言
、

税
金
（
確
定
申
告
に
関
す
る
も
の

は
除
く
）、
境
界
な
ど
に
つ
い
て

お
困
り
の
人
は
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。予
約
し
た
人
が
優
先
で
、

相
談
料
は
無
料
で
す
。

　

図
書
館
へ
の
来
館
が
難
し
い
人

は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
、
電
話
な
ど
で

の
相
談
も
可
能
な
限
り
受
け
付
け

ま
す
の
で
、
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

※
相
談
内
容
な
ど
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

■
日
時　

11
月
23
日
㈭

午
後
1
時
〜
午
後
4
時
30
分

■
場
所　

岡
山
県
立
図
書
館
（
岡

山
市
北
区
丸
の
内
2
―
6
―
30
）

■
主
催　

岡
山
県
青
年
司
法
書
士

協
議
会

■
共
催　

岡
山
地
方
法
務
局
・
岡

山
県
立
図
書
館

■
相
談
料　

無
料

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

司
法
書
士　

吉
田
紀
美
子

℡  
0
7
0（
8
5
7
6
）9
1
1
4

　

岡
山
県
司
法
書
士
会
は
、
ト
ラ

ブ
ル
に
関
す
る
面
談
お
よ
び
電
話

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
求
人
広

告
に
関
わ
る
ト
ラ
ブ
ル
で
お
悩
み

の
人
は
、ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

■
日
時　

11
月
26
日
㈰　

午
前
10

時
〜
午
後
3
時
ま
で

■
場
所　

岡
山
県
司
法
書
士
会
館
4
階
（
岡

山
市
北
区
駅
前
町
二
丁
目
2
番
12

号
）

■
相
談
担
当
者
・
電
話
番
号

岡
山
県
司
法
書
士
会
会
員

℡  
0
8
6（
2
2
4
）2
3
3
4

■
相
談
料　

無
料

■
予
約　

不
要

■
問
い
合
わ
せ
先

岡
山
県
司
法
書
士
会　

盛
武

℡  
0
8
6（
4
7
6
）0
2
1
0

前
日
ま
で
に
予
約
を

年
金
相
談

冊
子
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
ま
せ
ん
か

「
つ
や
ま
広
域
企
業
ガ
イ
ド

2
0
2
5
」掲
載
企
業
募
集

〜
中
小
企
業
・
事
業
者
を

狙
う
詐
欺
へ
の
対
策
〜

求
人
広
告
自
動
更
新

ト
ラ
ブ
ル
相
談
会

労
働
保
険
の
成
立
手
続
を

労
働
保
険
未
手
続
事
業

一
掃
強
化
期
間

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

11
月
は「
し
わ
寄
せ
」防
止

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
月
間

岡
山
県
立
図
書
館
で
開
催

セ
ミ
ナ
ー
お
よ
び
専
門
職
に

よ
る
無
料
相
談
会
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将
来
の
夢
や
目
標
を
持
っ
て
い
る
児
童
生
徒
、
地
域
や
社
会
を
良
く
す
る

た
め
に
何
か
し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
児
童
生
徒
の
割
合
は
、
全
国
を
大

き
く
上
回
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
真
庭
市
が
大
切
に
し
て
い
る
「
郷
育
を
核

と
し
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
通
し
て
『
未
来
を
切
り
拓
く
子
』
を
育
む
」
こ
と
に

取
り
組
ん
で
い
る
成
果
と
言
え
ま
す
。
今
後
も
、
与
え
ら
れ
た
課
題
だ
け
で
な

く
、
自
ら
課
題
を
設
定
し
、
そ
の

課
題
に
向
け
て
取
り
組
む
と
い
っ

た
探
究
的
な
学
習
を
繰
り
返
し
な

が
ら
、
学
習
の
質
を
高
め
る
取
り

組
み
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

真
庭
市
が
目
指
す
教
育
の
理
念

で
あ
る
「
協
育　

み
ん
な
で
育
て

あ
う
」「
郷
育　

ふ
る
さ
と
を
知

り
、ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
を
育
て
る
」

「
響
育　

互
い
を
認
め
あ
い
、
よ

い
と
こ
ろ
を
育
て
あ
う
」
は
、
学

校
や
家
庭
だ
け
で
は
完
成
し
ま
せ

ん
。
学
校
・
家
庭
・
地
域
社
会
の

全
て
の
人
と
子
ど
も
た
ち
、
社
会

全
体
で
「
共
育
」
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
改
め
て
お
願
い
し
ま
す
。

調査項目 真庭市 全国（％）
将来の夢や目標を
持っていますか

小6 84.4 81.5
中3 72.8 66.3

調査項目 真庭市 全国（％）
地域や社会をよくするために
何かしてみたいと思いますか

小6 80.7 76.8
中3 74.0 63.9

真庭市
ホームページ

　　　社会全体で「共育」に取り組みましょう

▼夢や目標に関する調査（全国調査）

▼地域や社会に関する調査（全国調査）

　

全
国
及
び
岡
山
県
学
力
・
学
習
状
況
調
査（
以

後
、
全
国
調
査
・
県
調
査
と
す
る
）
は
、
児
童

生
徒
の
学
力
や
学
習
状
況
を
把
握
・
分
析
し
、

教
育
施
策
の
改
善
や
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
指
導

の
充
実
に
役
立
て
る
た
め
の
1
つ
の
指
標
と
し

て
活
用
し
て
い
ま
す
。
新
た
な
時
代
を
生
き
る

子
ど
も
た
ち
に
必
要
な
力
を
確
実
に
育
成
す
る

た
め
に
は
、
学
校
を
拠
点
と
し
て
、
家
庭
・
地

域
が
相
互
に
連
携
・
協
力
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
現
在
の
子
ど
も
た
ち

の
状
況
と
と
も
に
、
真
庭
市
の
教
育
の
方
向
性

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

令
和
5
年
度

全
国
及
び
岡
山
県

学
力・学
習
状
況
調
査

真
庭
市
結
果
概
要

真
庭
市
の
目
指
す
教
育（
共
育
）

■
調
査
対
象

全
国
調
査

・
小
学
校
6
年
生

・
中
学
校
3
年
生

県
調
査

・
小
学
校
3
〜
5
年
生

・
中
学
校
1
・
2
年
生

　こども・子育て支援
に関する皆さんの声を
お聞かせください。
　お寄せいただいたご
意見は、今後の施策の
参考にさせていただき
ます。

■問い合わせ先
　子育て支援課  
　℡  0867-42-1054
　℻  0867-42-1388

■ご意見はこちらから
（真庭市ホームページ）▼

■こどもはぐくみ応援
　プロジェクトについて
　詳しくはこちら
（真庭市ホームページ）▼
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小学校（6年） 中学校（3年）
国語 算数 国語 数学 英語

全　国 67.2 62.5 69.8 51.0 45.6
真庭市 69.0 62.0 68.0 44.0 38.0

小学校（3年） 小学校（4年） 小学校（5年）
国語 算数 国語 算数 国語 算数

全　国 72.5 74.6 70.8 71.9 70.0 67.1
真庭市 72.1 75.1 69.9 69.5 67.3 60.1

中学校（1年） 中学校（2年）
国語 数学 英語 国語 数学 英語

全　国 59.2 65.8 82.7 63.9 53.4 46.1
真庭市 58.0 61.4 82.3 63.0 51.0 43.1

問  学校教育課　坂江　℡  0867-42-1087（℻1416）
　  Email：gakkohkyohiku@city.maniwa.lg.jp

学力・学習状況調査の結果をお知らせします

▼児童生徒の平均正答率（全国調査） （%）

▼児童生徒の平均正答率（県調査） （%）

▼授業時間以外の学習に関する調査
　（全国調査╱中学校３年）

　
「
授
業
が
分
か
る
」
と
答
え
た
児
童
生
徒
は
全
国
平
均
を
上
回
っ
て
お
り
、

子
ど
も
た
ち
の
意
識
と
定
着
と
の
間
に
差
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

各
校
で
詳
細
を
分
析
し
、
学
力
を
身
に
付
け
る
授
業
づ
く
り
や
、
授
業
で
学

ん
だ
こ
と
を
定
着
さ
せ
る
た
め
の
補
充
学
習
の
充
実
を
引
き
続
き
図
っ
て
い

き
ま
す
。
補
充
学
習
に
つ
い
て
は
、学
校
で
取
り
組
む
こ
と
も
大
切
で
す
が
、

家
庭
学
習
も
非
常
に
重
要
で
す
。
経
年
で
比
較
し
て
み
る
と
、
課
題
で
あ
っ

た
中
3
の
家
庭
学
習
時
間
は
増
加
し
、
全
国
平
均
に
近
付
く
結
果
と
な
っ
て

い
ま
す
。
時
間
の
増
加
に
加
え
て
質
の
向
上
を
目
指
す
べ
く
、
引
き
続
き
取

り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
今
年
度
も
デ
ジ
タ
ル
ド
リ
ル
ｅ
ラ
イ
ブ
ラ
リ

を
導
入
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
独
自
の
学
習
教
材
を
導
入
し
て
い
る
学
校
も

あ
り
ま
す
。
一
人
一
人
の
実
態
に
即
し
て
、
下
学
年
の
復
習
や
上
位
学
年
の

問
題
に
取
り
組
む
こ
と
も
可
能
で
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

今
年
度
は
、
全
国
平
均
値
と
同
程
度
か
平
均
を
下
回
る
教
科
が
多
い
中
、
小

6
国
語
、
小
3
算
数
が
全
国
、
ま
た
は
県
平
均
値
を
上
回
る
結
果
と
な
り
ま
し

た
。
小
6
国
語
に
関
し
て
は
、言
葉
の
特
徴
や
使
い
方
に
関
す
る
事
項
の
知
識
・

技
能
、小
3
算
数
に
関
し
て
は
、基
礎
・
活
用
共
に
全
国
平
均
を
上
回
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
国
語
に
関
し
て
は
、
読
み
手
の
立
場
に
立
っ
て
文
章
を
整
え
た
り
、

自
分
の
考
え
が
伝
わ
る
よ
う
に
書
き
表
し
た
り
す
る
「
書
く
力
」、
算
数
、
数

学
に
関
し
て
は
、「
図
形
」
や
「
数
と
式
」、
英
語
に
関
し
て
は
、
不
足
し
た
語

を
補
い
な
が
ら
文
章
を
完
成
さ
せ
る
力
に
課
題
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。 学

力
や
学
習
習
慣
の
確
実
な
定
着
が
必
要
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▲PN ねこあんずさん

小
お

野
の

 陽
はる

輝
き

 くん
R4.11. 3生まれ（荒田）
○応  彰吾さん・善子さん（両親）

旭
 あさひな 

奈 稜
り

央
お

 くん
R4.11. 4生まれ（中島）
○応  誠さん・美沙紀さん（両親）

綱
つな

島
しま

 一
いつ

希
き

 くん
R4.11.10生まれ（下方）
○応  昌希さん・真帆さん（両親）

◎テーマは
　「冬支度」です。
冬に向けて準備したい事、
毎年大変な事などについ
て、200字程度でお寄せく
ださい。
◎川柳の兼題は
　「友」です。
　
お便り・川柳は、同封のは
がきをご利用ください。締
め切りは11月27日㈪です。

　

十
年
近
く
前
の
話
。「
落
合
地
区

ふ
る
里
ま
つ
り
」
が
運
動
公
園
土

広
場
で
行
わ
れ
た
。
催
し
の
中
に

愛
育
委
員
主
催
の
「
八
〇
二
〇
運

動
達
成
者
表
彰
式
」
が
あ
っ
た
。

名
前
を
呼
ば
れ
ス
テ
ー
ジ
上
へ
。

一
人
一
人
に
お
祝
い
の
品
と
し
て

ピ
ン
ク
の
割
烹
着
が
渡
さ
れ
た
。

戦
時
中
、
農
家
育
ち
の
私
は
親
の

手
作
り
お
や
つ
で
空
腹
を
満
た
し

た
。
炒
っ
た
ソ
ラ
豆
、
サ
ト
ウ
キ

ビ
、
ふ
か
し
芋
等
し
っ
か
り
噛
ん

で
食
べ
て
い
た
。九
十
歳
近
く
な
っ

た
今
も
自
分
の
歯
で
食
事
が
で
き

る
の
も
こ
の
頃
の
お
や
つ
の
お
陰

と
感
謝
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も

起
床
時
、
就
寝
前
、
毎
食
後
の
歯

磨
き
を
続
け
一
生
自
分
の
歯
で
食

す
る
事
が
で
き
る
よ
う
願
っ
て
い

ま
す
。

　

真
庭
市
乗
り
合
い
送
迎
バ
ス
が

で
き
ま
し
た
。
チ
ョ
イ
ソ
コ
、チ
ョ

イ
と
ソ
コ
ま
で
ご
一
緒
に
複
数
の

方
が
乗
り
合
わ
せ
ま
す
。
私
は
と

て
も
よ
ろ
こ
ん
で
お
り
ま
す
。
広

報
ま
に
わ
9
月
を
読
み
さ
っ
そ
く

市
役
所
に
登
録
に
行
き
ま
し
た
。

市
役
所
の
方
が
と
て
も
親
切
に
教

え
て
下
さ
り
、「
森
本
さ
ん
は
1
番

で
す
よ
」
と
喜
ん
で
教
え
て
下
さ

い
ま
し
た
。
私
は
病
院
に
行
く
に

の
タ
ク
シ
ー
な
ど
利
用
し
行
っ
て

お
り
、本
当
に
大
変
で
し
た
。
チ
ョ

イ
ソ
コ
が
10
月
2
日
よ
り
ス
タ
ー

ト
だ
と
教
え
て
下
さ
り
、
10
月
に

病
院
に
行
く
の
に
利
用
で
き
ま
す
。

　

①
申
し
込
み
②
会
員
証
が
届
く

③
チ
ョ
イ
ソ
コ
セ
ン
タ
ー
に
電
話

し
行
き
た
い
と
き
、
行
き
た
い
と

こ
ろ
を
言
う

　

さ
っ
そ
く
そ
の
場
所
ま
で
歩
い

て
行
く
と
、
す
で
に
チ
ョ
イ
ソ
コ

停
留
場
看
板
が
出
て
お
り
ま
し
た
。

私
も
今
、
毎
日
歩
い
て
食
事
に
も

気
を
つ
け
て
お
り
、3
キ
ロ
痩
せ
ま

し
た
。
歩
い
て
健
康
を
維
持
し
、

買
い
物
も
で
き
、
外
に
で
て
お
友

達
と
交
流
し
、
趣
味
を
楽
し
め
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
規
則
正

し
い
生
活
を
送
り
、
よ
く
眠
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
玄
関
に
花

を
育
て
癒
や
さ
れ
て
い
ま
す
。
ゆ

と
り
の
あ
る
気
持
ち
で
、
最
後
ま

で
健
康
で
幸
せ
な
人
生
を
送
り
た

い
と
思
っ
て
努
力
し
て
お
り
ま
す
。

皆
様
も
ぜ
ひ
、
チ
ョ
イ
ソ
コ
ま
に

わ
を
利
用
さ
れ
て
み
て
は
い
か
が

で
す
か
。 お便り

お待ちしています！
メールの場合は
koho@city.maniwa.lg.jp

◀ MIT
　ホームページ
　QRコード

●毎月第3火曜日  ほっとまにわいどチャンネルで放送中
●放送時間など詳しくは、テレビの番組表もしくは
　MITホームページをご確認ください。

真庭いきいきテレビコーナー「手話でしゅわわせ」では、
聴覚障がい者や手話言語に対する理解を広げるために、真
庭市内の取り組みや日常で使える手話などを紹介します。

もっと手話のことを知りたい時は
真庭いきいきテレビを見よう

《1月号読書の広場》

今
月
の
テ
ー
マ

「
嬉
し
い
」

「
八
〇
二
〇
を
達
成
」

匿
名
希
望
さ
ん（
落
合
垂
水
）

「
う
れ
し
い
」

森
本
ひ
ろ
子
さ
ん（
多
田
）

▲PNまつおさくやさん
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★対象★
発行月に1歳の誕生日を迎えら
れる市内在住のお子さん。
★応募期限★
誕生月の前の月の10日まで
★掲載内容★
❶お子さんの写真❷氏名（ふりが
な）❸生年月日❹住所❺応募者
のお名前と続柄
★応募および問い合わせ先★
総務部秘書広報課
〒719-3292 真庭市久世2927-2
TEL0867-42-1163 （FAX1353）
E-mail：hisho@city.maniwa.lg.jp

真庭いきいきテレビで放送している
制作番組を紹介するコーナー
「みとすけタイム」です

◆ダイブ・トゥ・マニワ
「ランニングバイク」と呼ばれるペダルなしの自転車に乗り、子ども達が熱
いレースを繰り広げるキッズライダー大会が、今年も開かれます。番組では、
大会の開催を前に主催のメンバーに、イベントについて教えてもらいながら、
MIT職員（今石）がランニングバイクを体験。
◆まにわ市民公開講座「慢性腎臓病」
「慢性腎臓病」がテーマの講座です。慢性腎臓病が進行すると、血液をろ過で
きなくなる腎不全となり、脳卒中や心筋 塞になるリスクが高くなります。講
座では、講師が予防のためのポイントを分かりやすく説明しています。皆さん
も番組を見て健康づくりに役立ててみてください。

MITホームページ
QRコード▶

その他にもこの広報に挟まれている番組表に詳しくご紹介しています。
今月も真庭いきいきテレビをどうぞご覧ください。

池
いけ

田
だ

 恵
え

麻
ま

 ちゃん
R4.11.12生まれ（西河内）
○応  光裕さん・智子さん（両親）

光
みつ

本
もと

 灯
あか

里
り

 ちゃん
R4.11. 22生まれ（多田）
○応  進さん・朱美さん（両親）

福
ふく

冨
とみ

 志
し

穏
おん

 ちゃん
R4.11. 22生まれ（若代）
○応  章範さん・由希子さん（両親）

頃
に
養
子
に
行
っ
た
の
で
ず
っ
と

連
絡
が
途
絶
え
て
い
ま
し
た
。
時

は
半
世
紀
以
上
経
っ
た
今
年
の
7

月
7
日
。
親
せ
き
の
お
姉
さ
ん
か

ら
、
三
女
の
居
場
所
が
分
か
っ
た

よ
と
連
絡
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の

お
姉
さ
ん
に
よ
る
と
、
あ
る
件
で

三
女
か
ら
手
紙
を
も
ら
い
、「
お

母
さ
ん
の
写
真
を
一
枚
持
っ
て
い

る
」
そ
し
て
、
私
達
二
人
の
姉
の

こ
と
を
「
宝
物
で
す
」
と
書
い
て

あ
っ
た
そ
う
で
す
。
だ
か
ら
、
手

紙
か
ら
想
像
す
る
に
、
可
愛
ら
し

い
素
敵
な
大
人
に
成
長
さ
れ
て
い

る
と
感
じ
ま
し
た
。
安
心
し
ま
し

た
。
と
、
メ
ー
ル
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
れ
で
私
は
三
女
に
手
紙

を
書
き
ま
し
た
。
三
女
か
ら
程
な

く
し
て
手
紙
が
届
き
、
き
れ
い
な

字
で
、「
手
紙
と
写
真
の
お
礼
と
、

父
と
正
子
さ
ん
も
優
し
そ
う
な
方

で
よ
か
っ
た
で
す
。
ま
た
お
手
紙

書
か
せ
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
り
ま

し
た
。
多
分
、
文
通
が
出
来
る
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
将
来
い
つ

か
会
え
る
日
を
心
待
ち
に
し
て
い

ま
す
。
あ
る
昔
の
格
言
に
「
良
い

報
告
は
体
を
元
気
に
す
る
」
と
あ

り
ま
す
。
そ
の
通
り
だ
な
ー
と
つ

く
づ
く
思
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。

　

小
学
生
の
曾
孫
か
ら
の
お
く
り

物
。
あ
る
日
ど
こ
で
見
つ
け
た
か

小
枝
を
格
好
よ
く
作
り
、「
お
ば
あ

ち
ゃ
ん

に
し
て
」
と
持
っ
て
き

て
く
れ
ま
し
た
。
何
時
も
元
気
で

飛
び
回
る
の
が
好
き
な
活
発
な
子

が
こ
ん
な
事
を
思
っ
て
い
た
と
は
、

う
れ
し
く
て
目
頭
が
あ
つ
く
な
り

ま
し
た
。
や
さ
し
い
思
い
や
り
の

気
持
ち
で
大
き
く
な
っ
て
ほ
し
い

で
す
ね
。
本
当
に
本
当
に
あ
り
が

と
う
。

　

私
に
は
三
姉
妹
が
い
ま
す
。
両

親
が
私
の
小
学
生
時
代
に
病
気
で

亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
為
、
子
供

達
は
バ
ラ
バ
ラ
に
育
て
ら
れ
ま
し

た
。
特
に
三
女
は
そ
の
子
が
幼
い

「
小
枝
の

」

PN
大
き
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
さ
ん（
関
）

「
嬉
し
い
知
ら
せ
」

菊
楽
正
子
さ
ん（
惣
）
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▲PN ピーマン太郎さん

▲木村海音さん

は
ん
ざ
き
足
湯
い
い
湯
だ
な
〜

　
　
　

佐
藤
仁
衣
菜
さ
ん（
禾
津
）

　

湯
原
温
泉
街
の
河
川
敷
に
、
カ

ラ
フ
ル
な
は
ん
ざ
き
足
湯
が
完
成

し
ま
し
た
。
私
は
中
学
校
の
授
業

の
一
環
で
、
足
湯
の
土
台
と
な
る

モ
ル
タ
ル
の
上
に
、
タ
イ
ル
や
小

石
を
並
べ
ま
し
た
。
は
ん
ざ
き
足

湯
は
3
月
か
ら
製
作
に
取
り
掛
か

り
、
小
学
生
や
地
域
の
人
な
ど
多

く
の
人
が
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
足

湯
に
使
わ
れ
た
色
と
り
ど
り
の
タ

イ
ル
に
は
、
そ
の
人
た
ち
の
想

い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
湯
原
の
新
た
な
観
光
ス
ポ
ッ

親
子
で
木
の
温
も
り
を
感
じ
る

　

丸
山
知
子
さ
ん
、侑
虎
く
ん

（
勝
山
）

　

木
の
お
も
ち
ゃ
で
遊
べ
る
イ
ベ

ン
ト
「
木
育
ふ
れ
あ
い
広
場
」
に

ト
と
し
て
、
み
ん
な
に
愛
さ
れ
る

場
所
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

息
子
と
一
緒
に
参
加
し
ま
し
た
。

初
め
て
見
る
お
も
ち
ゃ
に
囲
ま
れ

た
息
子
は
、
色
ん
な
も
の
に
す
ご

く
興
味
を
持
っ
て
遊
ん
で
く
れ
ま

し
た
。
沢
山
の
木
の
ボ
ー
ル
が

入
っ
た
「
木
の
プ
ー
ル
」
で
は
、

ま
に
ぞ
う
が
描
か
れ
た
ボ
ー
ル
を

見
つ
け
て
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
年

齢
に
合
わ
せ
た
遊
び
を
見
つ
け
ら

れ
る
の
が
良
い
で
す
ね
。
ス
タ
ッ

フ
や
知
人
も
多
く
、
子
ど
も
が
遊

ぶ
様
子
を
見
な
が
ら
交
流
も
で

き
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
も
な
り
ま

し
た
。

乳
幼
児
ふ
れ
あ
い
体
験
を
通
し
て

　
　

生
田
結
愛
さ
ん（
下
中
津
井
）

　
　

畝
本　

葵
さ
ん（
下
中
津
井
）

（
生
田
）
乳
幼
児
の
子
た
ち
と
触

れ
合
い
ま
し
た
。抱
っ
こ
す
る
と
、

人
形
で
体
験
し
て
想
像
し
て
い
た

以
上
に
軽
く
て
、
か
わ
い
い
な
と

思
い
ま
し
た
。

（
畝
本
）
妊
婦
体
験
し
て
い
た
け

ど
、
本
当
の
妊
婦
さ
ん
の
お
腹
は

も
っ
と
固
く
て
重
そ
う
で
し
た
。

妊
婦
さ
ん
に
会
っ
た
と
き
に
は
手

助
け
し
て
あ
げ
た
い
で
す
。

真庭市立美甘図書館

今月のおすすめの本

〒717-0105 真庭市美甘4134
TEL0867-56-2611 FAX0867-56-2033
開館時間 9:00~17:00 
休館日 月曜日､年末年始

『離れていても家族』
品田知美ほか／著　亜紀書房

『飼えたらすごい生きもの図鑑』
小宮輝之／監修　中央公論新社

『マヌルネコ  15の秘密』
今泉忠明／監修　ライブ・パブリッシング

『かくれんぼべんとう』
井上 よう子／監修　ひさかたチャイルド

父の不在、母のワンオペ育
児と家事など、過酷な日本
の家族の現実。一人ひとり
が自由で、かつ頼り合える
家族をどのように作ること
ができるのか。日本とイギ
リスの家族を調査、比較し
ながら、新しい家族像のつ
くり方を提案する本です。

飼う前に知っておいてほし
い生きもののあれこれを１
冊にまとめました。食事や
寿命、大きさなどの基礎知
識をはじめ、飼うにあたっ
てのポイントや生態を紹
介。ポップなイラストとわ
かりやすい文章で、60以上
の生きものの生態を知るこ
とができます。

600万年前から姿が変わら
ないといわれている世界最
古の猫、マヌルネコ。そん
なマヌルネコのモフモフ、
変顔、知られざる生態の秘
密を知ることができます。
可愛い写真が盛りだくさん
で、マヌルネコ愛てんこ盛
りの究極の１冊です。

くまくん達が野原へ持っ
ていくお弁当を、くまく
んのお父さんが作ってく
れました。でも、お父さ
んが渡してくれたのは、
お弁当の隠し場所が書い
てある手紙でした。ワク
ワクドキドキでお弁当探
し。大人の遊び心や子ど
も達への心遣いも感じら
れる絵本です。

た
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▲PN だれでもなしおさん

今
月
の1枚

人
生
の
旅
も
百
寿
の
時
代
く
る　
　
　
　
　

中
山
春
子　
　

本
庄

都
道
府
県
全
て
旅
し
て
回
想
記　
　
　
　
　

青
山
萌
黄　
　

上

新
聞
の
ツ
ア
ー
欄
み
て
旅
行
気
分　
　
　
　

山
根
富
貴
子　

蒜
山
上
福
田

何
も
か
も
子
の
計
ら
い
で
旅
に
行
く　
　
　

竹
井
雪
江　
　

勝
山

今
宵
の
ゆ
箱
根
旅
し
て
い
る
気
分　
　
　
　

ふ
み
こ　
　
　

下
方

手
を
引
か
れ
も
一
度
見
た
い
旅
め
ぐ
り　
　

仲
田
孝
江　
　

組

旅
帰
り
服
脱
ぎ
散
ら
し
ま
ず
茶
漬
け　
　
　

佐
藤
彰　
　
　

上
水
田

家
の

掛
け
て
来
た
か
と
バ
ス
の
中　
　
　

酔
翁　
　
　
　

勝
山

見
送
ら
れ
別
行
動
の
夫
婦
旅　
　
　
　
　
　

中
島
忍　
　
　

落
合
垂
水

絶
景
に
し
ば
し
旅
路
の
足
止
ま
り　
　
　
　

菊
池
千
江
子　

本
郷

旅
に
出
て
笑
顔
に
戻
る
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ　
　

八
木
順
子　
　

柴
原

ス
ト
レ
ス
を
お
湯
に
流
し
た
旅
の
宿　
　
　

横
山
と
も
子　

久
世

旅
人
の
乗
車
に
と
き
め
く
ま
に
わ
く
ん　
　

パ
ラ
ダ
イ
ス　

勝
山

世
話
焼
き
が
い
て
盛
り
上
が
る
バ
ス
の
旅　

永
田
寿
道　
　

樫
東

一
番
は
や
は
り
我
が
家
と
旅
を
終
え　
　
　

小
谷
義
孝　
　

月
田

人
生
は
１
人
１
人
が
違
う
旅　
　
　
　
　
　

ヤ
マ
ド
リ　
　

上
水
田

道
な
か
ば
無
念
の
旅
立
ち
親
友
偲
ぶ　
　
　

岩
古
房
惠　
　

蒜
山
東
茅
部

今月のレシピ提供

長尾 敦子さん
（落合支部）

〈
軸
吟
〉
百
色
の
絵
の
具
じ
ゃ
足
り
ぬ
子
の
旅
路　

純
子

川柳「旅」 選:落合川柳会　森木純子さん

コスモスきれいだね
北房コスモス広場でコスモスまつりが開かれました。満開でなくとも大勢
が集まっている様子を見ると、コスモスが地域を彩る存在として愛されて
いることを改めて感じました。

・ニンジン 80g
・もやし 1/2袋（100g）
・ニラ 100g　・干しエビ 10g
・卵 1個　・水 180ml
・米粉 180g　・ごま油 小さじ1
・ぽん酢しょうゆ 大さじ2

①ニンジンはよく洗って、皮ごとせん切
りにする。もやしは洗って水気を切っ
ておく。ニラは4 ㎝の長さに切る。

②ボウルに卵を溶きほぐし、水を入れ
て混ぜる。米粉を入れて、さらに混
ぜる。

③②に①の野菜、干しえびを入れ、さっ
くり混ぜる。

④フライパンにごま油を入て中火にか
け、③の生地を流し入れる。ふたを
し、中火で 5分焼く。裏返し、上か
らフライ返しでぎゅっと押さえなが
ら 5分焼く。

⑤皿に盛り、ぽん酢しょうゆを添える。

米粉を使ったチヂミです。季節の野
菜を使ってアレンジしてみて下さい。

材料（4人分）

作り方

米粉のチヂミ

1人分栄養価
エネルギー 217kcal、たんぱく質 7.5g
脂質 3.4g、炭水化物 40.6g
食塩相当量 0.7g
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高橋  輔啓
Takahashi Keisukeakahashi Keisuke

48

笑顔で接客

高橋 啓輔さん（湯原温泉）
湯原温泉生まれ、湯原温泉育ち。旅館青年部長。毎年
恒例の夏祭り、はんざき祭りで今年から4代目「三井
彦四郎」役を務める。車やバイクが好きで、趣味はド
ライブ。休みのときには、真庭のまだ自分の知らない
場所を見て回っている。

4代目三井彦四郎役を務める

を
並
べ
る
く
ら
い
の
存
在
に
す
る
こ
と
。「
岡
山
と
い

え
ば
湯
原
だ
ろ
と
い
う
く
ら
い
に
な
れ
ば
う
れ
し
い
で

す
。
僕
ら
旅
館
青
年
部
の
若
い
世
代
は
、
い
ろ
ん
な
職

業
か
ら
帰
っ
て
来
て
、
趣
味
や
考
え
方
も
さ
ま
ざ
ま
な

の
で
、
そ
れ
を
生
か
し
て
お
客
さ
ん
に
楽
し
ん
で
も
ら

う
と
か
、
ま
た
湯
原
に
来
て

い
た
だ
く
と
か
、
そ
う
い

う
の
が
増
え
れ
ば
、
地

域
と
し
て
も
盛
り
上

が
っ
て
い
く
の
か
な

と
思
い
ま
す
ね
」。
高

橋
さ
ん
、
そ
し
て
湯
原

温
泉
の
若
者
た
ち
の

今
後
に
注
目
で
す
。

湯
原
に
生
ま
れ
、湯
原
に
帰
る

　

元
禄
元
年
（
1
6
8
8
年
）
か
ら
続
く
湯
原
温
泉
の
旅

館
「
油
屋
」。
高
橋
啓
輔
さ
ん
は
、
物
心
つ
い
た
こ
ろ
か
ら

家
業
を
手
伝
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
当
時
か
ら
、
大
き
く

な
っ
た
ら
自
分
は
こ
の
仕
事
を
継
ぐ
ん
だ
ろ
う
な
と
考
え
て

い
た
そ
う
で
、
高
校
も
商
業
科
に
行
き
、
商
売
や
経
理
を

勉
強
。
高
校
卒
業
後
は
、
宿
泊
業
の
企
業
に
就
職
し
た
そ

う
で
す
。「
お
客
さ
ん
は
ど
う
い
う
も
の
を
目
的
に
来
て
い

る
か
な
ど
、
働
き
な
が
ら
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
」

と
話
し
ま
す
。
箱
根
な
ど
で
約
１
年
間
勤
務
し
た
後
、
19

歳
の
時
に
湯
原
に
帰
る
こ
と
に
。「
働
き
手
の
高
齢
化
が
進

み
、
仲
居
さ
ん
も
そ
ろ
そ
ろ
仕
事
が
難
し
い
と
聞
い
た
の

も
あ
り
、
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
帰
ろ
う
と
思
っ
た
ん
で
す
」

と
湯
原
に
帰
っ
て
き
た
理
由
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

旅
館
青
年
部
の
復
活
、そ
し
て
こ
れ
か
ら

　

湯
原
に
は
「
旅
館
青
年
部
」
と
い
う
団
体
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
若
手
が
少
な
く
、
し
ば
ら
く
休
部
し
て
い
た
そ
う
。

そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
に
、
高
橋
さ
ん
を
含
む
各
旅
館
の
若
い

世
代
が
、
こ
こ
数
年
で
帰
っ
て
来
て
お
り
、
今
年
つ
い
に
活

動
を
再
開
。「
若
手
で
お
互
い
の
状
況
な
ど
の
話
を
で
き
る

場
を
設
け
て
、
活
動
し
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。「
あ
り

が
た
い
こ
と
に
部
長
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
の
で
、
み
ん
な

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
湯
原
に
来
た
お
客
さ
ん
に
少
し
で

も
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
企
画
運
営

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
や
る
気
を
見
せ
ま
す
。

　
今
後
の
目
標
は
、
湯
原
温
泉
を
他
の
有
名
温
泉
地
に
肩



　

赤
ち
ゃ
ん
の
成
長
に
は
、
月
齢

に
よ
っ
て
発
達
の
目
安
が
あ
り
ま

す
。
ど
の
時
期
に
ど
の
く
ら
い
の

こ
と
が
で
き
る
の
か
、
親
子
手
帳

や
育
児
雑
誌
な
ど
で
も
よ
く
見
掛

け
ま
す
ね
。
首
す
わ
り
や
ハ
イ
ハ

イ
と
い
っ
た
運
動
面
だ
け
で
な

く
、
母
乳
や
ミ
ル
ク
、
離
乳
食
の

量
、
睡
眠
リ
ズ
ム
…
挙
げ
る
と
切

り
が
な
い
く
ら
い
、
赤
ち
ゃ
ん
の

生
活
全
般
に
わ
た
っ
て
細
か
く
示

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
切
な
の
は
、
そ
れ
ら
は
あ
く

ま
で
一
つ
の
指
標
で
あ
り
、
成
長

発
達
は
一
人
一
人
違
う
と
い
う
こ

と
。
一
般
的
な
目
安
と
違
う
と
不

安
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

個
人
差
は
あ
る
も
の
で
す
。
発
達

の
ス
ピ
ー
ド
も
一
定
の
速
度
で
は

な
く
、
急
に
で
き
る
よ
う
に
な
る

と
き
と
、
停
滞
し
て
い
る
と
き
が

あ
り
ま
す
。
焦
ら
ず
長
い
目
で
見

守
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

最
近
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
得
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
気
に
な
る

こ
と
は
す
ぐ
に
検
索
、
と
い
う
人

も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
便
利
で
あ
る
反
面
、
情
報
の

多
さ
か
ら
逆
に
迷
っ
て
し
ま
っ
た

り
、
い
ろ
い
ろ
検
索
し
て
み
た
も

の
の
、
今
困
っ
て
い
る
こ
と
の
答

え
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
と
い

う
こ
と
も
多
い
も
の
で
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
価
値
観
や
考
え
方

に
触
れ
ら
れ
る
一
方
で
、
み
ん
な

と
同
じ
よ
う
に
で
き
る
こ
と
も
ま

だ
ま
だ
重
視
さ
れ
て
い
る
の
で
、

「
結
局
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
分
か
ら

な
い
」
と
思
う
の
も
当
然
で
し
ょ

う
。
子
育
て
に
一
生
懸
命
な
保
護

者
ほ
ど
、
悩
ん
で
し
ま
っ
て
子
育

て
に
つ
ら
さ
を
感
じ
て
し
ま
う
傾

向
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
母
乳
や
ミ
ル
ク
、
離

乳
食
の
悩
み
。
量
が
足
り
て
い
る

か
、
進
め
具
合
は
こ
れ
で
良
い
か

な
ど
、
ス
ト
レ
ス
に
感
じ
て
い
る

人
も
多
い
印
象
で
す
。
食
事
の
悩

み
は
、
幼
児
期
に
も
度
々
聞
か
れ

ま
す
。
子
ど
も
の
成
長
に
直
接
関

係
す
る
こ
と
な
の
で
、
つ
い
つ
い

熱
が
入
り
や
す
い
で
す
が
、
量
や

内
容
よ
り
も
楽
し
く
食
べ
る
こ
と

を
重
視
し
た
ら
案
外
う
ま
く
い
っ

た
、
と
い
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
イ
ヤ
イ
ヤ
期
。
1
歳

代
後
半
か
ら
自
立
の
意
識
が
芽

生
え
、
何
で
も
自
分
で
や
り
た
が

り
、
う
ま
く
い
か
な
い
と
か
ん

し
ゃ
く
を
起
こ
し
、
親
は
振
り
回

さ
れ
ま
す
。
健
診
で
の
相
談
で
も

多
い
悩
み
で
す
。「
子
ど
も
の
感

じ
て
い
る
こ
と
を
言
葉
に
し
て
返

す
」、「
落
ち
着
く
ま
で
見
守
る
」、

「
選
択
肢
を
与
え
る
」
な
ど
、
一

般
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
は
あ
り
ま
す

が
、
ト
ラ
イ
＆
エ
ラ
ー
の
繰
り
返

し
で
、
あ
れ
こ
れ
試
し
て
み
る
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
昨
日
は
う
ま
く

い
っ
た
け
ど
、
今
日
は
う
ま
く
い

か
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
と
正
面
か
ら
ぶ
つ
か
る

と
、し
ん
ど
い
も
の
で
す
。ち
ょ
っ

と
ゲ
ー
ム
感
覚
で
、
ど
う
す
れ
ば

う
ま
く
い
く
か
実
験
す
る
つ
も
り

で
。
斜
め
か
ら
向
き
合
う
気
持
ち

で
接
す
る
と
、
保
護
者
も
余
裕
を

持
て
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

子
ど
も
の
発
達
に
関
す
る
相
談

に
携
わ
っ
て
き
た
中
で
感
じ
る
こ

と
は
、
子
育
て
に
正
解
は
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
。
正
解
が
な
い
の

で
、
失
敗
も
あ
り
ま
せ
ん
。
10
組

の
親
子
が
い
れ
ば
、
10
通
り
の
子

育
て
が
あ
り
、
親
子
関
係
も
そ
れ

ぞ
れ
で
す
。
親
子
だ
け
ど
タ
イ
プ

が
違
い
、
な
ん
だ
か
合
わ
な
い
な
、

自
分
の
子
ど
も
だ
け
ど
理
解
で
き

な
い
な
、
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
り

ま
す
が
、
そ
れ
で
い
い
の
で
す
。

親
も
子
も
、生
ま
れ
な
が
ら
に
持
っ

て
い
る
性
格
が
あ
り
、
育
て
方
に

影
響
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
子
育
て
で
う
ま

く
い
か
な
い
こ
と
、
思
う
よ
う
に

で
き
な
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
そ

れ
は
保
護
者
や
子
ど
も
の
せ
い
で

は
な
く
、
組
み
合
わ
せ
や
家
族
の

置
か
れ
て
い
る
環
境
の
問
題
と
い

う
こ
と
も
多
い
で
す
。
困
っ
た
こ

と
、
難
し
い
こ
と
は
、
誰
か
に
助

け
や
支
え
を
求
め
ま
し
ょ
う
。

　

真
庭
市
で
は
、
保
健
師
、
栄
養

士
、
心
理
士
が
さ
ま
ざ
ま
な
相
談

に
乗
っ
て
い
ま
す
。
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で

の
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

「
こ
ん
な
こ
と
を
聞
い
て
い
い
の

か
な
」と
思
う
よ
う
な
こ
と
で
も
、

不
安
の
解
消
の
お
手
伝
い
が
で
き

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

■
真
庭
市
子
育
て

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
相
談
▼

お話：健康推進課　松田美紗　  問  TEL 0867-42-1050（FAX1388）

幼少期の子育ての悩みについて

子
育
て
に
は
、

正
解
も
失
敗
も
あ
り
ま
せ
ん
。

成
長
発
達
は
一
人
一
人
違
う

情
報
の
多
さ
に
迷
う
こ
と
も

母
乳
や
ミ
ル
ク
、離
乳
食
の
悩
み

相
談
に
乗
り
ま
す

イ
ヤ
イ
ヤ
期
の
悩
み
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9
月
24
日
〜
10
月
1
日
ま
で
、
地
域
内

の
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
を
会
場
に
、
地
域
住

民
ら
が
丹
精
し
た
手
作
り
品
、
芸
術
作
品

を
展
示
し
た
り
、
体
験
し
た
り
す
る
落
合

ま
ち
か
ど
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

20
回
目
と
な
る
今
年
の
展
覧
会
は
、
26
の

会
場
に
38
の
個
人
・
団
体
が
出
展
。
落
合

総
合
セ
ン
タ
ー
内
に
展
示
し
た
団
体
の
一

つ
は
、
テ
レ
ビ
放
映
で
人
気
と
な
っ
た
植

物
学
者
の
牧
野
富
太
郎
か
ら
着
想
し
た
大

き
な
絵
手
紙
を
飾
っ
て
お
り
、
行
き
交
う

来
場
者
の
目
を
引
い
て
い
ま
し
た
。

今
年
の
3
月
か
ら
整
備
が
進
め
ら
れ
て
き
た
「
は

ん
ざ
き
足
湯
」
が
完
成
し
、
10
月
1
日
に
竣
工
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
足
湯
は
、
湯
原
の
里
振
興
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
が
、
温
泉
街
の
河
川
敷
に
も
と

も
と
あ
っ
た
も
の
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。
全
長
5
・
5

㍍
で
、
は
ん
ざ
き
の
体
と
台
座
に
貼
ら
れ
た
カ
ラ
フ

ル
な
タ
イ
ル
は
、
地
域
の
人
た
ち
に
愛
さ
れ
る
よ
う

に
と
地
元
の
幼
児
や
小
中
学
生
、
大
人
が
作
業
を
手

伝
い
ま
し
た
。
午
前
7
時
か
ら
午
後
9
時
ま
で
毎
日

開
放
さ
れ
て
い
ま
す
。

蒜
山
地
域
で
、
ブ
ド
ウ
の
産
地
化
の
取

り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。9
月
28

日
、
ブ
ド
ウ
の
生
産
振
興
に
取
り
組
ん
で

い
る
一
般
社
団
法
人
蒜
山
農
業
公
社
が
栽

培
し
て
い
る
オ
ー
ロ
ラ
ブ
ラ
ッ
ク
が
初
め

て
収
穫
さ
れ
ま
し
た
。
収
穫
さ
れ
た
ブ
ド

ウ
は
、
昼
夜
の
温
度
差
に
よ
っ
て
色
づ
て

い
て
、
糖
度
も
22
度
〜
23
度
と
申
し
分
な

い
甘
さ
で
す
。
農
業
公
社
で
は
、
整
備
し

た
圃
場
を
新
規
就
農
者
の
研
修
施
設
と
し

て
活
用
予
定
で
、
蒜
山
地
域
で
の
ブ
ド
ウ

の
農
地
拡
大
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

来場者は思い思いに地域内を巡り、鑑賞を楽しんでいました

川のせせらぎを聞きながらくつろげる 「はんざき足湯」

たわわに実ったオーロラブラックを収穫

芸
術
の
秋
、街
角
で
満
喫

第
20
回
落
合
ま
ち
か
ど
展
覧
会

寒
暖
差
を
生
か
し
て
栽
培

蒜
山
農
業
公
社
が
ブ
ド
ウ
初
収
穫

今後の発展を願って 作業した小中学生が入浴 貼られたタイルは約3万枚
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大はんざきに癒されて
   湯原温泉街に「はんざき足湯」
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10
月
14
日
、
旧
遷
喬
尋
常
小
学
校
の
講

堂
で
、
鳥
の
劇
場
に
よ
る
絵
本
「
ど
ろ
ぼ

う
が
っ
こ
う
」
の
公
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

鳥
の
劇
場
は
、
鳥
取
県
を
中
心
に
現
代
演

劇
作
品
の
製
作
や
上
演
な
ど
を
行
っ
て
い

る
劇
団
で
す
。
公
演
で
は
、
泥
棒
学
校
に

通
う
生
徒
と
校
長
先
生
の
ド
タ
バ
タ
劇
が

劇
場
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
面
白
お
か
し
く

表
現
さ
れ
、
会
場
が
笑
い
声
に
包
ま
れ
ま

し
た
。
公
演
の
後
に
は
、
出
演
者
と
観

客
が
一
緒
に
、
劇
中
に
出
て
く
る
体
操
を

踊
っ
て
楽
し
み
ま
し
た
。

　

9
月
30
日
、
障
が
い
の
有
る
人
も
無
い

人
も
楽
し
め
る
場
所
に
し
よ
う
と
い
う
願

い
を
名
前
に
込
め
た
「
な
い
ま
ぜ
マ
ル

シ
ェ
」
が
、
中
央
図
書
館
駐
車
場
で
開
か

れ
ま
し
た
。
ジ
ビ
エ
肉
の
ホ
ッ
ト
ド
ッ
グ

や
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
な
ど
の
飲
食
物
や
、
福

祉
作
業
所
の
製
品
を
販
売
す
る
店
が
並

び
、
訪
れ
た
人
た
ち
は
買
い
物
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。
勝
山
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
は
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
ポ
ー
ツ
の
ボ
ッ

チ
ャ
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ
、
子

ど
も
た
ち
が
挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。

まちの話題

ユーモラスな舞台に客席は大笑い

休日をのんびりと過ごす来場者

旧
遷
喬
尋
常
小
学
校
で
演
劇
上
演

鳥
の
劇
場『
ど
ろ
ぼ
う
が
っ
こ
う
』

誰
も
が
楽
し
め
る
場
所
に

「
な
い
ま
ぜ
マ
ル
シ
ェ
」初
開
催

福島清さん（山久世）が10
月10日に百歳を迎えられま
した。肉や甘いものが好物
で、ご飯も 3食しっかりと
食べているそうです。毎日、
新聞を読むことと、日記を
つけること、晩酌をするこ
とが日課とのことです。

10/10 毎日の日記は欠かさない

築澤壽美子さん（中）が10
月10日に百歳を迎えられま
した。手先が器用で、庭木
の剪定や野菜・花作りが大
好き。おしゃれと、好物の
お肉をよく噛んで食べるこ
とが長寿の秘けつとのこと
です。

10/10 野菜や花作りが大好き

北房のコスモスドームから
コスモス広場までの約４㎞
を歩く「コスモスウォーキ
ング」が開かれ、市内の約
30人が参加しました。参加
者は、コスモスを楽しみな
がら思い思いのペースで歩
いていました。

10/8 コスモスを見ながらウォーキング

旭川荘真庭地域センターは
今年開設10周年を迎え、記
念式典と合わせて 8回目と
なる湯原うつぎまつりを開
催しました。利用者とその
家族、地域の人たちがイベ
ントを通して親睦と交流を
深めていました。

10/7 地域とともに10周年

池田常子さん（樫西）が10月
2日に百歳を迎えられまし
た。以前小学校教諭をして
いた池田さん。趣味は短歌
で、何度も新聞に掲載され
たそうです。長寿は、長男の
嫁の料理のおかげ、あとは
運とDNAとのことです。

10/2 料理のおかげで長生き
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広
報
ま
に
わ 

●
月
号  

令
和
5
年
11
月
1
日
発
行 （
通
巻
223
号
）

11 

■
発
行
  真
庭
市
役
所
   ■
編
集
  総
合
政
策
部
秘
書
広
報
課

■
秘
書
広
報
課
　
E
メ
ー
ル
  hisho

@
city.m

aniw
a.lg.jp

〒
719 -3292 岡

山
県
真
庭
市
久
世
2927 -2　

TEL0867 -42 -1163（
FAX1353）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
  https://w

w
w
.city.m

aniw
a.lg.jp

　

ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
大
会
に

初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。
ふ
と
思
い

立
っ
て
申
し
込
ん
で
み
ま
し
た
が
、

本
番
が
近
づ
い
て
く
る
と
、
走
り
切

れ
る
か
不
安
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
始
ま
っ
て
み
る
と
、
楽
し

い
楽
し
い
。
登
っ
た
り
、下
っ
た
り
、

く
ぐ
っ
た
り
、
跳
び
越
え
た
り
。
初

め
て
の
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
は
、

新
鮮
で
、
刺
激
的
で
、
最
高
の
思
い

出
に
な
り
ま
し
た
。
開
催
に
携
わ
っ

た
皆
さ
ん
に
感
謝
で
す
。 

村
松

　

今
月
は
決
算
特
集
。
令
和
４
年
度

の
市
の
会
計
収
支
や
財
政
状
況
を
ま

と
め
て
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。
こ
ん

な
こ
と
を
し
て
い
き
ま
す
よ
と
い
う

予
算
特
集
と
合
わ
せ
て
、
こ
ん
な
こ

と
を
し
て
き
ま
し
た
と
い
う
決
算
特

集
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
市
政
を

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
一
つ
の
大

事
な
機
会
と
思
っ
て
い
ま
す
。
数
字

が
多
く
て
と
っ
つ
き
に
く
く
感
じ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ぜ
ひ
一
度
ご

覧
く
だ
さ
い
。 

井
上

▲PN ポムポムまにわさん
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